
 

 

 

第５次 

千葉県男女共同参画計画に 

おける指標の到達状況 

 

 

 

 





基本
目標

番号
※1

指標名
 （【】書きは関係事業数）

計画策定時
（令和元年度)

実績
（令和６年度末）

令和７年度末目標値
に対する到達度　※2

目標
（令和７年度）

1 男女共同参画推進事業所表彰件数　【１事業】 ３７社 ６２社
◎

（100％）
４９社

2
働き方改革アドバイザーを活用して働き方改革に取り組んだ企業数【１事
業】

７０社 １８１社
◎

（進展）
増加を目指します

3 職場等のハラスメントを人権侵害と感じる者の割合　【３事業】
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）

女性　８０.０％
男性　７８.１％

女性　86.6%
男性　80.4%

◎
（100％）

増加を目指します

4 家族経営協定締結数　【５事業】
２,０３９戸

（Ｒ２.３.３１）
２，２８２戸

◎
（93.1％）

２,３００戸

5 女性の認定農業者数　【５事業】
６１７人

（Ｒ２.３.３１）
５４０人

△
（0.0%）　※3

８００人

6 女性の農業士等認証数　【５事業】
１２１人

（Ｒ２.３.３１）
１３８人

〇
（29%）

１８０人

7 子どもを生み育てやすいと感じる家庭の割合　【４事業】 ７９.９％ ７８．４％
△

（0.0%）　※3
８０.０％以上

8 保育所等待機児童数　【４事業】
８３３人

（Ｒ２.４.１）
91人

（R7.4.1）
◎

（89.1％）
０人

9 特別養護老人ホーム整備床数　【１事業】
２７,８０８床
（Ｒ２.３.３１）

３２,２４５床
◎

（100％）
増加を目指します

10 介護人材確保対策事業費補助対象事業数　【１事業】 １７２ 207
◎

（100％）
増加を目指します

11 主任介護支援専門員の人数　【１事業】
２,１０３人

（Ｒ２.３.３１）
2,840人

◎
（100％）

２,４００人以上

12 県の審議会等における女性委員割合　【１事業】
３０.３％

（Ｒ２.４.１）
３０．７％

（Ｒ７.４.１）
△

（0.0%）　※3※4
40%

13 農業協同組合の役員に占める女性の割合　【１事業】
８.４％

（Ｒ２.３.３１）
１０．１％

〇
（25.8%）

15%

14 農業委員に占める女性の割合　【１事業】
１３.５％

（Ｒ２.３.３１）
１６．５％

△
（18.2%）

30%

15 ＤＶが人権侵害であると認識する人の割合　【３事業】
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）

女性　７７.８％
男性　７４.１％

女性　86.0%
男性　84.5%

◎
（100％）

増加を目指します

16 「市町村子ども家庭総合支援拠点」設置数　【１事業】 １５市
４０市町村

（R5時点）※5
○

（64.1%）※4
全市町村設置

17 要保護児童対策地域協議会の設置市町村数　【３事業】
５４市町村
（Ｒ元.１２）

５４市町村
◎

（維持）
５４市町村

18 ちばバリアフリーマップ掲載施設数　【１事業】 １,９３５施設 ２,１４７施設
○

（70.7%）
２,２３０施設

（目標数値：年間５０施設の増）

19 主要駅のエレベーター等の設置による段差解消割合　【１事業】 ９５.９％ ９８．６％
○

（65.9%）
100%

20 総合型地域スポーツクラブ設置市町村数　【１事業】
３６市町
（Ｒ２.２.１）

３８市町
△

（11.1%）
５４市町村

21 総合型地域スポーツクラブ会員数　【１事業】
２２,２５２人
（Ｒ２.２.１）

18,371人
△

（0.0%）　※3
増加を目指します

22 成人の週１回以上のスポーツ実施率　【１事業】
６２.５％

（Ｒ２.２.１）
５３．９％

△
（0.0%）　※3

増加を目指します

23 自殺死亡率　【１事業】
（人口動態統計に基づく人口１０万人当りの自殺者数）

１６.０
（Ｒ元年）

１５.４
(R６年)

◎
（進展）

減少を目指します

24 がん検診の受診率　【１事業】

胃がん
女性.４６.３％　男性５４.１％

肺がん
女性.４８.７％　男性５３.９％

大腸がん
女性.４２.７％　男性４７.６％
乳がん　　　  女性５１.９％
子宮頸がん  女性４１.８％

　（Ｒ元年）

胃がん
女性48.2％ 男性51.6％

肺がん
女性50.1％ 男性54.6％

大腸がん
女性44.2％ 男性48.5％

乳がん　女性55.0％
子宮頸がん　女性47.5％

（Ｒ4年）

◎
（進展）※4

増加を目指します

25 災害対策コーディネーター登録者数　【１事業】 １,４４５人 １,９１２人
◎

（進展）
増加を目指します

26 県内消防団における女性消防団員数　【１事業】
５９１人

（Ｒ元.４.１）
６６１人

◎
（進展）

増加を目指します

27
社会全体で男女の地位が平等となっていると思う人の割合
【１４事業】
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）

女性　　９.７％
男性　１８.４％

女性　7.4%
 男性　20.7%

△※6 増加を目指します

28

女性の権利に関する法制度の認知度　【１４事業】
　男女共同参画社会基本法
　男女雇用機会均等法
　女子差別撤廃条約
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）

５１.６％
８３.５％
２７.２％

① 51.6％
② 88.7％
③ 23.0％

△※6 増加を目指します

29 学校教育の場で男女の地位が平等となっていると思う人の割合　【９事業】
（男女共同参画社会の実現に向けての県民意識調査）

女性　４８.９％
男性　５６.０％

女性　45.2%
男性　59.8%

△※6 増加を目指します

30 千葉県男女共同参画地域推進員設置市町村数　【３事業】
４４市町村
（Ｒ２.４.２８）

４８市町村
○

（40.0%）
５４市町村

（全市町村）

31 男女共同参画計画策定市町村数　【３事業】 ４１市町村
（Ｒ２.４.１）

５３市町村
◎

（92.3%）
５４市町村

（全市町村）

※１　色塗りの番号は昨年度までに評価を実施した指標
※２ 　令和７年度末目標値に対する到達度＝（評価年度の実績値－計画策定時の現状値）÷（令和７年度目標値－計画策定時の現状値）×100
※３　令和７年度末目標値に対する到達度のうち、計画策定時の数値より実績値が低くなった場合は、△（0.0％）としている。
※４　令和６年度実績が未判明等の場合、直近の実績をもとに到達度を算出している。
※５　令和６年度施行の児童福祉法改正により市町村子ども家庭総合支援拠点は廃止され、こども家庭センターの設置に努めることになっている。
※６　令和７年度末目標値に対する到達度のうち、県民意識調査の結果を指標としている場合、すべての項目で目標を達成している場合は◎、それ以外は△としている。
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Ⅲ　第５次千葉県男女共同参画計画における指標の到達状況

【令和７年度末目標値に対する到達度】
   ◎：到達度が80％以上、進展、維持
   ○：到達度が20％以上80％未満
   △：到達度が20％未満
   ―：未判明
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第５次 

千葉県男女共同参画計画の 

評価について 
 

 

  



 

 



 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「第５次千葉県男女共同参画計画」の推進に当たっては、同計画の目標に

向け、設定した各指標の目標を着実に達成していくため、令和３年度第２

回千葉県男女共同参画推進懇話会において了解いただいた下記の評価方法

等を用い、適正な進行管理に努めています。 

○ 県において、計画の全３１指標及び全２６５事業について、令和４年度

～令和８年度の毎年度、自己評価を行います。 

○ 計画評価専門部会において、計画の全３１指標及び指標に紐付く６０事

業について、令和４年度～令和７年度の４年間で一通り外部評価を行いま

す。（原則、年度ごとに異なる約８指標及びその指標に紐付く事業を外部

評価します。） 

○ 懇話会において、自己評価結果及び外部評価結果について、令和４年度

～令和７年度の毎年度、報告を行います。（なお、令和８年度は、計画 

期間終了後の評価結果について、報告を行います。） 

○ 計画評価専門部会及び懇話会でいただいた意見については、各事業所管

課にフィードバックし、目標達成に向けた、取組の充実を図ります。 

○ 計画の推進状況及び評価結果については、毎年度、県民へ公表を行いま

す。 

「第５次千葉県男女共同参画計画」における評価の概要図 
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➢ 令和６年度の自己評価結果について 

○ 第５次計画における全３１指標の令和７年度末目標値に対する到達状況は、 

下表のとおりです。 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
➢ 計画評価専門部会による令和７年度の外部評価結果について 

○ 令和７年６月及び７月に２回実施した計画評価専門部会では、７指標について
意見をいただきました。 

○ 計画評価専門部会において、各外部有識者からいただいた意見等については、
各事業所管課にフィードバックを行いました。 
引き続き、目標達成に向けた改善等を図っていきます。 

基本目標等

 ◎

（到達度80％

以上、進展、

維持）

  ○

（到達度が

20％以上80％

未満）

△

（到達度が

20％未満）

―

（未判明）
計

8 2 4 0

(7) (2) (3) (2)

6 3 3 0

(4) (3) (2) (3)

0 0 3 0

(0) (0) (0) (3)

1 1 0 0

(1) (1) (0) (0)

15 6 10 0

(12) (6) (5) (8)
31計

 推進体制

Ⅲ 男女共同参画社会の実現に

  向けた基盤づくり

Ⅱ 安全・安心に暮らせる社会づくり

Ⅰ あらゆる分野で男女がともに

 活躍できる環境づくり

2

3

12

14

３１指標の令和７年度末 

目標値に対する到達状況 

○ 「基本目標Ⅰ あらゆる分野で男女がともに活
躍できる環境づくり」の「職場等のハラスメント
を人権侵害と感じる者の割合」の指標や、「Ⅱ 安
全・安心に暮らせる社会づくり」の「DV が人権侵
害であると認識する人の割合」の指標が、「◎」
（到達度 80％以上）となるなど、計画の進捗が図
られています。一方、「基本目標Ⅰ あらゆる分
野で男女がともに活躍できる環境づくり」の「子
どもを生み育てやすいと感じる家庭の割合」など、
計 10 指標が「△」（到達度 20％未満）に留まって
います。男女共同参画を推進するための取組が全
庁において順調に進められているところですが、
目標達成に向けて引き続き、施策等を通じて推進
を図っていく必要があります。 
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令和７年度評価に対する計画評価専門部会における主な意見 

 

＜＜各指標についての主な意見＞＞ 

 

  ※ 複数の委員から同様の意見があったものについては、まとめて記載しています。 

 

 

【指標Ｎｏ.３】 職場等のハラスメントを人権侵害と感じる者の割合 

 
【関連事業】 事業Ｎｏ.１３ ハラスメント対策の周知 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１４ 県職場におけるパワーハラスメント・ 

セクシュアルハラスメントの防止 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１５ 公立学校等におけるパワーハラスメント・ 

               セクシュアルハラスメントの防止 

 

 意 見  

〇 ハラスメントを人権侵害と感じるか、という質問はトートロジー（同語反復）だと 

思われるので、この結果を指標の数値とするのは適切ではないと感じる。 

○ 周知に関する県の施策としては、中小企業を含めた、各事業所用のハラスメント対策

に係る動画やオンデマンド教材を作るという方向性を検討するべきではないか。 

○ 企業等に対するハラスメント対策講座の認知度を向上させるため、より積極的な 

広報をしていただきたい。 

 

 

  

計画策定時
（令和元年度)

参考
（令和５年度）

実績
（令和６年度）

令和７年度末目標値
に対する到達度

目標
（令和７年度）

女性　８０.０％
男性　７８.１％

―
（５年に１度の
調査）

女性　８６.６％
男性　８０.４％

◎
（進展）

増加を目指します
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【指標Ｎｏ.９】 特別養護老人ホーム整備床数 

 
【関連事業】 事業Ｎｏ.６０ 特別養護老人ホーム等の施設整備 

 

【指標Ｎｏ.１１】 主任介護支援専門員の人数 

 
【関連事業】 事業Ｎｏ.６２ 主任介護支援専門員（主任ケアマネージャー）の養成 

 

 

 意 見  

 ○ 特別養護老人ホームの整備床数については引き続き増加を目指してほしいが、充足

目標を具体的に設定した方がよいのではないか。 

 〇 特別養護老人ホームの施設整備は進んでいるが、人材の不足が原因でフル稼働  

できないケースもあることから、介護職員の処遇改善にも取り組んでほしい。 

○ 主任介護支援専門員不足の理由に業務負担等による離職があるのであれば、「養成」

のみならず「離職を防ぐ」点に着目した施策が必要ではないか。 

 

  

計画策定時
（令和元年度)

参考
（令和５年度）

実績
（令和６年度）

令和７年度末目標値
に対する到達度

目標
（令和７年度）

２７,８０８床
（Ｒ２.３.３１）

３１,３８６床 ３２，２４５床
◎

（進展）
増加を目指します

計画策定時
（令和元年度)

参考
（令和５年度）

実績
（令和６年度）

令和７年度末目標値
に対する到達度

目標
（令和７年度）

２,１０３人
（Ｒ２.３.３１）

２,７９５人 ２，８４０人
◎

（100％）
２,４００人以上
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【指標Ｎｏ.１５】 ＤＶが人権侵害であると認識する人の割合 

 

 

【関連事業】 事業Ｎｏ.８５ ＤＶ相談カード等の作成配布 

【関連事業】 事業Ｎｏ.８６ 街頭キャンペーンの実施等による県民への意識啓発 

【関連事業】 事業Ｎｏ.８７ セミナーの開催等によるＤＶ予防教育の推進 

 

 意 見  

 ○ ＤＶが人権侵害であるということはトートロジー（同語反復）であるため、指標  

として設定するのは適切ではない。 

〇 啓発物を作成して配布するだけではなかなか改善につながらない。部局間で連携 

して事業を進めていただきたい。 

〇 児童福祉施設にＤＶ予防セミナーが実施されることは有益であると思うので、今後

拡大をしていってほしい。 

○ 今後ＤＶ対策を県がどのように計画立てて実施するのかがよく見えないので、  

具体的な目標を設定していただきたい。 

  

計画策定時
（令和元年度)

参考
（令和５年度）

実績
（令和６年度）

令和７年度末目標値
に対する到達度

目標
（令和７年度）

女性　７７.８％
男性　７４.１％

―
（５年に１度の
調査）

女性　８６．０％
男性　８４．５％

◎
（進展）

増加を目指します
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【指標Ｎｏ.２７】 社会全体で男女の地位が平等となっていると思う人の割合 

 
 

【指標Ｎｏ.２８】 女性の権利に関する法制度の認知度 

① 男女共同参画社会基本法 ②男女雇用機会均等法 ③女性差別撤廃条約 

 

 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２１３ 男女共同参画センターにおけるフェスティバルの開催 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２１４ 男女共同参画センターにおける情報誌 

「eパートナーちば」の発行 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２１５ 女性リーダー養成講座(女性のための起業講座)の開催 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２１６ 女性リーダー養成講座(女性のための就労講座)の開催 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２１７ 女性リーダー養成講座(女性のための就農講座)の開催 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２１８ 防災女性リーダー養成講座の開催 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２１９ 大学・企業との連携による専門講座 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２２０ 地域団体、産業団体との連携による専門講座 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２２１ ホームページ、メールマガジン等による情報発信 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２２２ 関係機関等が行う研修会等の取組に対する支援 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２２３ あらゆる人々への意識啓発の展開 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２２４ 「千葉県男女共同参画地域推進員」による企画事業の実施 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２２５ 男女共同参画関連資料等収集及び提供 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２２６ 千葉県男女共同参画白書の発行 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２２７ 男女共同参画の推進についての出前講座の実施 

 

 

 意 見  

 ○ 意識調査の結果は平等でないのに平等であると誤解している人がいると数値が高く

出てしまい、あたかも平等が実現されているとの錯覚をおこす可能性があり、指標  

として採用するかは検討する必要がある。 

 

計画策定時
（令和元年度)

参考
（令和５年度）

実績
（令和６年度）

令和７年度末目標値
に対する到達度

目標
（令和７年度）

女性　　９.７％
男性　１８.４％

女性　　８．２％
男性　１４．５％
(参考値：R5年度
県政世論調査)

女性　　７．４％
男性　２０．７％

(参考値：R6年度
県政世論調査)
女性　　９．７％
男性　１３．６％

△ 増加を目指します

計画策定時
（令和元年度)

参考
（令和５年度）

実績
（令和６年度）

令和７年度末目標値
に対する到達度

目標
（令和７年度）

５１.６％
８３.５％
２７.２％

―
５１．６％
８８．７％
２３．０％
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○ 男女雇用機会均等法は雇用の場において個人を守る重要な法律であるため、全体の

認知度を向上させるだけでなく、なぜ男女間や法制度間で認知度の数値に差がある 

のかについて分析し、認知度の差を埋める施策が必要ではないか。 

 ○ 指標に紐づく事業には女性の保護という観点の事業が多く、偏りがあるように  

感じるので、男性の意識変革を進める取組も進めていただきたい。 

 ○ 女性のための各種講座など、人権にかかわる啓発講座については、講座を実施する 

ことで差別が助長される可能性もあるため、どのように伝えていくのかはしっかりと

検討する必要がある。 

 

 

【指標Ｎｏ.２９】 学校教育の場で男女の地位が平等となっていると思う人の割合 

 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２３５ 啓発用ＤＶＤの貸出し（再掲） 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２３６ 人権啓発指導者養成講座の実施 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２３７ 教科、道徳、特別活動等の教職員研修の実施 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２３８ 学校人権教育推進校協議会 

(全体･地区別･高等学校･推進校･担当指導主事)（再掲） 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２３９ 学校人権教育指導資料の作成（再掲） 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２４０ 学校人権教育研究指定校事業の実施（再掲） 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２４１ セクシュアルハラスメントに関する実態調査の実施 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２４２ セクシュアルハラスメント防止に関する 

リーフレットの配付 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２４３ 男女共同参画の推進についての出前講座の実施（再掲） 

 

 

 意 見  

〇 「学校教育の場」という言葉は多義的であることから、何に対して平等感を感じて 

いるのかまで確認をしないと対策をとることができない。県民意識調査の項目に  

ついてはその結果の分析も含める内容とするよう検討すること。 

○ 県民意識調査の回答は、学校教育のありようを直接的に接している人の層が少ない

ため、「教育現場を知らない人のイメージ」程度の意味しか持たないのではないか。 

○ 指標に紐づく事業が学校教育に対する施策に偏っているため、家庭教育や社会教育

といった学校教育以外の分野についても関連施策とできないか次期計画においては 

検討をすること。 

 

 

計画策定時
（令和元年度)

参考
（令和５年度）

実績
（令和６年度）

令和７年度末目標値
に対する到達度

目標
（令和７年度）

女性　４８.９％
男性　５６.０％

―
女性　４５．２％
男性　５９．８％
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＜＜全体についての主な意見＞＞ 

 ○ 今回の評価対象に限らず、指標のデータや文言、紐づく事業については男女共同参画

と関連性の高いものを選定し、可能な限り男女別で示し、分析すること。 

 ○ 次期計画策定に際しては、第５次計画の指標の到達度や未達要因を示してほしい。 

 

＜＜全体意見に対する事務局回答＞＞ 

○ 次期計画の策定の際は、設定する指標及び紐づく事業について、男女共同参画との 

関係を明確にし、具体的な目標とするよう検討する。また、男女別で示すことが可能な

指標はできる限り男女別で設定する。 

○ 次期計画の策定に当たり、第５次計画に係る令和７年度末における到達見込みや 

推計値は今年度の適切な時期にお示しする。 

 

133



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

3

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
仕

事
と

生
活

の
両

立
支

援
や

誰
も

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り
に

取
り

組
む

企
業

を
登

録
し

、
社

名
や

取
組

内
容

を
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

等
で

広
く

紹
介

す
る

こ
と

に
よ

り
、

県
内

企
業

の
取

組
を

促
進

し
ま

す
。

・
仕

事
と

生
活

の
両

立
支

援
や

誰
も

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り
に

取
り

組
む

県
内

企
業

等
を

「
社

員
い

き
い

き
！

元
気

な
会

社
」
宣

言
企

業
と

し
て

登
録

し
、

社
名

や
取

組
内

容
を

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
表

し
ま

し
た

。
新

規
登

録
企

業
数

：
4
8
社

令
和

6
年

度
末

現
在

：
1
,0

4
4
社

登
録

・
令

和
5
年

度
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り
取

組
状

況
調

査
の

結
果

を
見

る
と

、
働

き
方

改
革

や
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り
を

積
極

的
に

捉
え

て
い

る
事

業
所

が
大

多
数

を
占

め
る

一
方

、
「
雇

用
管

理
が

煩
雑

に
な

る
」
、

「
制

度
導

入
や

運
用

に
コ

ス
ト
が

か
か

る
」
等

の
消

極
的

な
回

答
も

あ
る

こ
と

か
ら

、
仕

事
と

生
活

の
両

立
支

援
や

誰
も

が
働

き
や

す
い

職
場

環
境

づ
く

り
へ

の
理

解
を

深
め

、
取

組
の

一
層

の
促

進
を

図
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
引

き
続

き
、

仕
事

と
生

活
の

両
立

支
援

や
誰

も
が

働
き

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

に
取

り
組

む
県

内
企

業
の

自
主

的
な

取
組

を
促

進
し

ま
す

。

施
策

１
　

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

普
及

促
進

関
係

指
標

―

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

事
業

N
o
.2

の
予

算
に

含
む

事
業

N
o
.2

の
予

算
に

含
む

施
策

の
方

向
①

　
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
（
仕

事
と

生
活

の
調

和
）
の

普
及

促
進

重
点

的
取

組
該

当

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

働
き

方
改

革
に

取
り

組
む

企
業

の
登

録
制

度
担

当
課

商
工

労
働

部
雇

用
労

働
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

13

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
企

業
の

人
事

労
務

担
当

者
や

一
般

県
民

を
対

象
に

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
講

座
を

実
施

し
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
の

た
め

事
業

主
が

講
じ

る
べ

き
措

置
等

に
つ

い
て

の
周

知
啓

発
を

図
り

ま
す

。

・
「
労

働
大

学
講

座
」
に

お
い

て
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
対

策
の

オ
ン

ラ
イ

ン
講

座
を

開
催

し
ま

し
た

。
オ

ン
デ

マ
ン

ド
配

信
：
2
1
8
回

再
生

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

内
容

が
複

雑
化

・
多

様
化

し
て

お
り

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

具
体

的
な

事
例

や
事

業
主

の
取

る
べ

き
対

応
等

に
つ

い
て

周
知

啓
発

が
必

要
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

・
引

き
続

き
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
に

関
す

る
周

知
啓

発
を

図
る

た
め

、
労

働
大

学
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

に
お

い
て

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
に

関
す

る
内

容
を

取
り

扱
い

ま
す

。

施
策

４
　

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
の

防
止

関
係

指
標

職
場

等
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
を

人
権

侵
害

と
感

じ
る

者
の

割
合

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

49
0

36
0

施
策

の
方

向
②

　
雇

用
の

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

 基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
対

策
の

周
知

担
当

課
商

工
労

働
部

雇
用

労
働

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

14

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
職

員
が

そ
の

能
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
よ

う
な

良
好

な
職

場
環

境
を

確
保

す
る

た
め

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

に
取

組
み

ま
す

。

【
主

な
実

施
事

項
】

＜
総

務
課

＞
・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
相

談
窓

口
に

お
い

て
相

談
対

応
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
職

員
が

相
談

し
や

す
い

環
境

づ
く

り
と

し
て

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

内
部

相
談

窓
口

に
人

事
部

門
と

は
別

に
総

務
課

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

推
進

室
を

令
和

６
年

５
月

に
加

え
ま

し
た

。
ま

た
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
か

ど
う

か
分

か
ら

な
い

等
に

よ
り

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
相

談
窓

口
に

は
相

談
し

づ
ら

い
と

い
う

方
が

相
談

し
や

す
く

な
る

よ
う

、
新

た
な

外
部

相
談

窓
口

と
し

て
、

臨
床

心
理

士
・
公

認
心

理
師

の
相

談
員

が
相

談
対

応
を

行
い

、
何

で
も

気
軽

に
相

談
で

き
る

「
職

員
よ

ろ
ず

相
談

窓
口

」
を

令
和

６
年

４
月

に
設

置
し

ま
し

た
。

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
行

為
の

防
止

や
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
、

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

い
る

新
規

採
用

職
員

研
修

等
の

階
層

別
研

修
に

加
え

、
全

職
員

を
対

象
と

し
た

「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
研

修
」
を

行
い

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
対

策
を

進
め

る
上

で
の

参
考

と
す

る
た

め
、

「
職

場
に

お
け

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
職

員
ア

ン
ケ

ー
ト
」
を

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
研

修
の

修
了

条
件

と
し

て
実

施
し

ま
し

た
。

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
の

更
な

る
意

識
の

向
上

を
図

る
た

め
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
に

該
当

す
る

行
為

及
び

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
が

起
き

た
場

合
の

対
応

、
相

談
窓

口
等

を
記

載
し

た
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

作
成

し
ま

し
た

。
【
成

果
】

・
こ

れ
ま

で
の

各
種

施
策

に
加

え
、

相
談

窓
口

の
拡

充
や

全
職

員
向

け
の

研
修

を
行

う
な

ど
、

新
た

な
取

組
を

実
施

し
た

こ
と

に
よ

り
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
行

為
の

防
止

や
意

識
の

向
上

を
図

ら
れ

ま
し

た
。

＜
(警

)警
務

課
＞

・
各

所
属

に
お

い
て

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
対

策
員

を
指

定
し

、
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
苦

情
相

談
」
受

理
等

を
行

い
ま

し
た

。
・
各

種
会

議
、

研
修

等
、

あ
ら

ゆ
る

機
会

を
活

用
し

、
教

養
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
警

察
学

校
入

校
中

の
学

生
に

対
し

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
講

義
を

行
い

、
意

識
の

向
上

を
図

り
ま

し
た

。
・
各

所
属

に
お

い
て

女
性

職
員

意
見

交
換

会
等

を
実

施
し

、
相

談
し

や
す

い
職

場
環

境
づ

く
り

に
努

め
ま

し
た

。
・
１

２
月

を
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
撲

滅
月

間
」
と

設
定

し
、

職
員

の
意

識
の

向
上

に
努

め
ま

し
た

。
・
教

養
資

料
の

作
成

及
び

機
関

誌
に

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
対

策
に

係
る

特
集

記
事

を
掲

載
し

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

対
す

る
意

識
の

向
上

を
図

り
ま

し
た

。
【
成

果
】

・
各

種
施

策
を

継
続

し
て

推
進

し
た

こ
と

に
よ

り
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
に

関
す

る
一

定
の

意
識

浸
透

が
図

ら
れ

ま
し

た
。

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
事

案
を

認
知

し
た

際
の

正
し

い
対

応
に

つ
い

て
、

一
定

の
浸

透
が

図
ら

れ
ま

し
た

。

＜
総

務
課

＞
令

和
５

年
度

に
、

職
場

に
お

け
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
に

関
す

る
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施

し
た

結
果

、
約

3
,3

0
0
名

の
回

答
者

の
う

ち
、

パ
ワ

ハ
ラ

は
8
2
0
名

で
2
4
.9

%
、

セ
ク

ハ
ラ

は
2
0
1
名

で
6
.1

%
、

妊
娠

・
出

産
・
育

児
又

は
介

護
に

関
す

る
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
は

6
6
名

で
2
.0

%
が

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
を

受
け

た
と

感
じ

た
と

回
答

し
て

お
り

、
全

職
員

へ
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
意

識
の

高
揚

の
取

組
や

相
談

し
や

す
い

職
場

づ
く

り
が

課
題

で
あ

る
と

認
識

し
て

い
ま

す
。

＜
(警

)警
務

課
＞

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
に

関
す

る
意

識
の

浸
透

が
進

ん
だ

も
の

の
、

未
だ

、
ベ

テ
ラ

ン
職

員
に

よ
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
事

案
が

散
見

さ
れ

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

年
齢

や
各

立
場

に
応

じ
た

更
な

る
意

識
醸

成
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

＜
総

務
課

＞
・
「
全

職
員

へ
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
意

識
の

高
揚

の
取

組
」
に

つ
い

て
は

、
様

々
な

事
例

を
踏

ま
え

た
研

修
や

職
員

向
け

の
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施

し
て

職
員

の
意

識
づ

け
を

図
っ

て
い

ま
す

。
研

修
で

は
、

様
々

な
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
事

例
の

紹
介

と
合

わ
せ

て
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
が

も
た

ら
す

問
題

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

防
ぐ

た
め

の
行

動
、

管
理

監
督

者
や

職
員

の
責

務
、

相
談

窓
口

へ
の

相
談

な
ど

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
が

起
き

た
場

合
の

対
応

な
ど

に
つ

い
て

説
明

す
る

と
と

も
に

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
ア

ン
ケ

ー
ト
の

結
果

を
共

有
す

る
こ

と
で

、
現

状
へ

の
認

識
を

促
し

、
「
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

許
さ

な
い

」
と

の
意

識
の

醸
成

を
図

っ
て

い
ま

す
。

ま
た

、
「
相

談
し

や
す

い
職

場
づ

く
り

」
に

つ
い

て
は

、
相

談
窓

口
を

記
載

し
た

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
や

気
軽

に
相

談
で

き
る

「
職

員
よ

ろ
ず

相
談

窓
口

」
の

周
知

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

＜
(警

)警
務

課
＞

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

許
さ

な
い

組
織

文
化

の
構

築
に

向
け

、
引

き
続

き
各

種
施

策
を

推
進

し
ま

す
。

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
事

案
認

知
時

の
正

し
い

対
応

に
つ

い
て

、
一

層
の

浸
透

を
図

り
ま

す
。

施
策

４
　

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
の

防
止

関
係

指
標

職
場

等
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
を

人
権

侵
害

と
感

じ
る

者
の

割
合

令
和

６
年

度

1,
31

6

1,
26

9

施
策

の
方

向
②

　
雇

用
の

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

 基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
1
　

労
働

の
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進

県
職

場
に

お
け

る
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
・
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

担
当

課
総

務
部

総
務

課
、

(警
)警

務
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

15

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
職

場
に

お
け

る
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
を

は
じ

め
と

す
る

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
は

、
職

員
の

人
権

を
侵

害
し

、
勤

務
条

件
に

不
利

益
を

も
た

ら
す

と
と

も
に

、
職

場
環

境
を

悪
化

さ
せ

、
職

務
の

円
滑

な
遂

行
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

し
か

ね
な

い
も

の
で

あ
る

こ
と

を
踏

ま
え

、
こ

れ
ら

に
対

す
る

相
談

窓
口

を
設

置
し

、
職

員
が

そ
の

能
力

を
十

分
に

発
揮

で
き

る
職

場
環

境
づ

く
り

を
目

指
し

ま
す

。

・
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
を

は
じ

め
と

す
る

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
に

対
す

る
、

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
相

談
窓

口
を

継
続

設
置

し
ま

し
た

。

・
職

場
に

お
け

る
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
を

は
じ

め
と

す
る

各
種

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
を

防
止

し
、

職
員

が
そ

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
で

き
る

職
場

環
境

づ
く

り
を

目
指

す
上

で
、

現
在

設
置

し
て

い
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
相

談
窓

口
を

よ
り

一
層

周
知

し
、

相
談

し
や

す
い

環
境

を
つ

く
る

こ
と

が
必

要
だ

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

・
よ

り
一

層
、

現
在

設
置

し
て

い
る

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
相

談
窓

口
に

つ
い

て
、

周
知

活
動

を
行

い
ま

す
。

施
策

４
　

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
の

防
止

関
係

指
標

職
場

等
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
を

人
権

侵
害

と
感

じ
る

者
の

割
合

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

45
1

45
0

施
策

の
方

向
②

　
雇

用
の

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

 基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
1
　

労
働

の
場

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進

公
立

学
校

等
に

お
け

る
パ

ワ
ー

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
・
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

担
当

課
（
教

）
教

育
総

務
課

（
教

）
教

職
員

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

9

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
女

性
の

活
躍

促
進

と
男

女
共

同
参

画
に

よ
る

豊
か

な
地

域
社

会
づ

く
り

を
目

指
し

、
地

域
や

仕
事

に
お

い
て

自
ら

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
し

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
も

っ
て

活
躍

す
る

女
性

人
材

を
養

成
し

ま
す

。

・
地

域
活

動
の

場
な

ど
に

お
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
す

る
人

材
育

成
を

目
的

と
し

、
「
女

性
が

働
く

こ
と

」
を

テ
ー

マ
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

女
性

の
目

標
に

合
わ

せ
て

、
就

労
・
就

農
・
起

業
と

ジ
ャ

ン
ル

を
分

け
て

講
座

を
行

い
ま

し
た

。
　

（
就

労
1
回

・
起

業
1
回

・
就

農
1
回

の
計

3
回

）
　

【
就

労
】
「
女

性
の

た
め

の
就

労
支

援
講

座
「
ご

縁
と

チ
ャ

ン
ス

を
引

き
寄

せ
よ

う
！

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
＆

メ
イ

ク
」
」
　

参
加

人
数

2
6
名

　
【
起

業
】
「
女

性
の

た
め

の
起

業
支

援
講

座
「
カ

フ
ェ

の
先

輩
と

話
そ

う
！

カ
フ

ェ
・
飲

食
店

を
開

く
第

一
歩

を
踏

み
出

す
き

っ
か

け
づ

く
り

」
」
参

加
人

数
1
5
名

　
【
就

農
】
「
女

性
の

た
め

の
農

業
入

門
講

座
」
　

参
加

人
数

2
1
名

・
入

門
編

で
あ

る
本

講
座

か
ら

各
分

野
の

支
援

窓
口

へ
つ

な
ぐ

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

・
講

座
の

実
施

に
あ

た
り

、
各

種
団

体
や

庁
内

関
係

課
と

連
携

し
、

各
支

援
窓

口
や

イ
ベ

ン
ト
情

報
等

の
収

集
を

行
い

、
次

の
ス

テ
ッ

プ
と

し
て

参
加

者
に

情
報

提
供

し
ま

す
。

・
ま

た
、

講
座

開
催

に
係

る
チ

ラ
シ

を
関

係
団

体
等

に
配

布
す

る
際

に
は

、
下

部
団

体
へ

の
周

知
が

い
き

わ
た

る
よ

う
余

裕
を

も
っ

て
通

知
す

る
と

と
も

に
、

県
が

実
施

す
る

イ
ベ

ン
ト
や

講
座

な
ど

様
々

な
機

会
に

お
い

て
配

布
す

る
ほ

か
、

ち
ば

男
女

共
同

参
画

情
報

ネ
ッ

ト
や

県
公

式
X

（
旧

T
w
it
te

r）
等

も
活

用
し

、
現

状
の

参
加

者
層

を
維

持
し

つ
つ

も
幅

広
い

年
齢

層
（
特

に
若

年
層

）
へ

周
知

・
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

施
策

１
　

雇
用

の
分

野
に

お
け

る
女

性
の

活
躍

推
進

関
係

指
標

―

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

2
9
5
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

2
6
7
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

施
策

の
方

向
②

　
雇

用
の

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

女
性

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

（
女

性
の

た
め

の
就

労
支

援
講

座
）
の

開
催

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

60

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

3,
44

7,
80

0

1,
87

0,
10

0

施
策

６
 地

域
に

お
け

る
介

護
支

援
の

体
制

の
整

備
関

係
指

標
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

整
備

床
数

社
会

福
祉

法
人

及
び

市
町

村
が

整
備

す
る

定
員

３
０

名
以

上
の

広
域

型
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

等
に

対
し

て
補

助
を

行
う

。

・
７

施
設

の
整

備
事

業
に

対
し

て
 1

,8
7
0
,1

0
0
千

円
補

助
金

を
交

付
し

ま
し

た
。

・
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

の
入

所
待

機
者

の
減

少
に

寄
与

し
ま

し
た

。

・
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

の
県

内
入

所
待

機
者

数
が

依
然

と
し

て
１

万
人

を
超

え
て

い
る

こ
と

か
ら

、
入

所
待

機
者

数
の

減
少

を
図

っ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。

・
県

内
市

町
村

の
計

画
に

基
づ

く
介

護
サ

ー
ビ

ス
基

盤
の

整
備

を
推

進
す

る
た

め
、

引
続

き
整

備
費

の
助

成
等

に
よ

り
支

援
し

て
い

き
ま

す
。

施
策

の
方

向
①

 子
育

て
・
介

護
へ

の
支

援
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り

担
当

課
高

齢
者

福
祉

課
特

別
養

護
老

人
ホ

ー
ム

等
の

施
設

整
備

基
本

的
な

課
題

　
基

本
的

な
課

題
２

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
男

女
共

同
参

画
の

促
進
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

11

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
県

内
の

労
働

者
及

び
使

用
者

を
対

象
と

し
て

、
賃

金
や

解
雇

、
労

働
時

間
、

労
使

紛
争

等
の

労
働

問
題

に
関

し
、

専
門

相
談

員
に

よ
る

電
話

相
談

等
を

実
施

し
、

労
使

関
係

の
安

定
や

適
切

な
労

務
管

理
の

促
進

等
を

図
り

ま
す

。

・
専

門
の

相
談

員
が

労
働

問
題

に
関

す
る

相
談

を
受

け
付

け
、

労
働

問
題

解
決

に
向

け
た

具
体

的
な

ア
ド

バ
イ

ス
を

行
い

ま
し

た
。

一
般

労
働

相
談

：
3
,0

3
6
件

特
別

労
働

相
談

：
5
1
件

　
（
内

訳
）
弁

護
士

に
よ

る
特

別
労

働
相

談
：
4
1
件

、
働

く
人

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

特
別

労
働

相
談

：
1
0
件

・
労

働
関

係
法

令
等

の
改

正
が

頻
繁

に
行

わ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

相
談

員
の

資
質

向
上

や
最

新
情

報
の

共
有

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

・
個

別
労

働
紛

争
の

防
止

・
解

決
の

た
め

の
研

修
に

参
加

し
、

相
談

員
の

相
談

対
応

能
力

向
上

を
図

り
ま

す
。

併
せ

て
、

国
、

弁
護

士
、

社
会

保
険

労
務

士
会

等
が

設
置

す
る

相
談

窓
口

と
も

連
携

を
図

り
、

一
層

の
相

談
体

制
の

充
実

に
努

め
ま

す
。

施
策

３
　

労
働

相
談

の
実

施
関

係
指

標
―

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

14
,1

87

13
,6

41

施
策

の
方

向
②

　
雇

用
の

分
野

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

 基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

労
働

相
談

の
実

施
担

当
課

商
工

労
働

部
雇

用
労

働
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

62

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
介

護
保

険
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

等
と

の
連

絡
調

整
や

他
の

介
護

支
援

専
門

員
へ

の
包

括
的

継
続

的
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
支

援
を

行
う

等
、

地
域

包
括

ケ
ア

の
中

核
的

役
割

を
担

う
主

任
介

護
支

援
専

門
員

（
主

任
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

）
を

養
成

す
る

。

・
主

任
介

護
支

援
専

門
員

を
養

成
す

る
た

め
、

新
規

研
修

及
び

更
新

研
修

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
令

和
6
年

度
の

受
講

者
に

つ
い

て
は

、
新

規
研

修
に

つ
い

て
は

3
1
5
名

、
更

新
研

修
に

つ
い

て
は

3
8
4
名

と
な

っ
て

い
ま

す
。

・
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム
の

推
進

や
多

職
種

と
の

連
携

、
介

護
支

援
専

門
員

へ
の

助
言

・
指

導
な

ど
、

主
任

介
護

支
援

専
門

員
に

求
め

ら
れ

る
役

割
は

多
岐

に
わ

た
り

、
そ

の
重

要
性

は
ま

す
ま

す
増

大
し

て
い

ま
す

。
こ

の
た

め
、

今
後

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

主
任

介
護

支
援

専
門

員
の

増
員

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

・
主

任
介

護
支

援
専

門
員

を
継

続
的

に
確

保
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
経

済
的

な
負

担
を

軽
減

で
き

る
よ

う
、

令
和

７
年

度
か

ら
資

格
更

新
に

係
る

研
修

（
更

新
研

修
）
受

講
料

へ
の

助
成

を
開

始
し

て
い

ま
す

。
・
研

修
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

を
進

め
る

な
ど

、
研

修
の

受
講

機
会

の
増

に
取

り
組

ん
で

い
ま

す
。

　
施

策
6
 地

域
に

お
け

る
介

護
支

援
の

体
制

の
整

備
関

係
指

標
主

任
介

護
支

援
専

門
員

の
人

数

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

92
1

52
4

　
施

策
の

方
向

①
 子

育
て

・
介

護
へ

の
支

援
重

点
的

取
組

該
当

　
基

本
目

標
Ⅰ

 あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
　

　
　

　
２

ラ
イ

フ
ス

テ
ー

ジ
に

応
じ

た
男

女
共

同
参

画
の

促
進

主
任

介
護

支
援

専
門

員
（
主

任
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

）
の

養
成

担
当

課
高

齢
者

福
祉

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

85

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
被

害
者

へ
の

相
談

窓
口

の
周

知
を

図
る

た
め

、
Ｄ

Ｖ
相

談
カ

ー
ド

、
相

談
ス

テ
ッ

カ
ー

を
作

成
し

、
市

町
村

や
県

の
関

係
機

関
等

に
配

布
す

る
。

ま
た

、
県

内
高

等
学

校
在

学
中

の
１

年
生

を
対

象
に

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
相

談
カ

ー
ド

を
、

３
年

生
を

対
象

に
デ

ー
ト
Ｄ

Ｖ
啓

発
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
布

し
ま

す
。

・
そ

の
他

、
家

庭
に

向
け

た
啓

発
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
を

作
成

し
、

１
歳

半
健

診
、

就
学

時
健

診
の

際
に

配
布

す
る

他
、

小
・
中

学
生

、
高

校
生

の
い

る
世

帯
の

保
護

者
向

け
に

配
布

し
ま

す
。

・
Ｄ

Ｖ
相

談
カ

ー
ド

4
8
万

枚
の

作
成

・
配

布
、

相
談

ス
テ

ッ
カ

ー
を

6
,4

8
3
か

所
に

配
布

を
行

い
ま

し
た

。
ま

た
、

県
内

高
等

学
校

1
年

生
に

デ
ー

ト
Ｄ

Ｖ
相

談
カ

ー
ド

6
万

枚
を

、
３

年
生

に
デ

ー
ト
Ｄ

Ｖ
啓

発
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
6
万

枚
を

作
成

・
配

布
し

ま
し

た
。

・
児

童
虐

待
部

門
と

連
携

し
、

家
庭

に
向

け
た

啓
発

用
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
1
2
万

部
を

作
成

し
、

１
歳

半
健

診
、

就
学

時
健

診
の

際
に

配
布

し
た

他
、

小
・
中

学
校

、
高

校
生

の
い

る
世

帯
の

保
護

者
向

け
に

1
8
万

5
千

部
を

作
成

・
配

布
し

ま
し

た
。

・
各

啓
発

物
の

内
容

に
つ

い
て

、
随

時
最

新
の

情
報

に
更

新
し

て
い

く
こ

と
に

加
え

、
Ｌ

Ｇ
Ｂ

Ｔ
ｓに

配
慮

し
た

表
現

と
な

っ
て

い
る

か
留

意
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

・
様

々
な

年
齢

・
性

別
の

Ｄ
Ｖ

被
害

者
が

相
談

窓
口

に
つ

な
が

り
や

す
く

な
る

よ
う

、
相

談
窓

口
の

短
縮

番
号

や
二

次
元

コ
ー

ド
を

活
用

す
る

他
、

年
齢

・
性

別
・
国

籍
等

に
と

ら
わ

れ
な

い
表

現
を

用
い

て
広

報
啓

発
物

を
作

成
・
配

布
し

ま
す

。
ま

た
、

啓
発

物
の

内
容

は
常

に
見

直
し

を
行

い
ま

す
。

施
策

１
　

暴
力

を
許

さ
な

い
社

会
に

向
け

た
広

報
啓

発
関

係
指

標
Ｄ

Ｖ
が

人
権

侵
害

で
あ

る
と

認
識

す
る

人
の

割
合

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

4,
24

0

4,
24

0

  
施

策
の

方
向

①
　

Ｄ
Ｖ

・
児

童
虐

待
（
し

つ
け

と
称

す
る

体
罰

含
）
等

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
  

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
根

絶
と

被
害

者
へ

の
支

援
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
４

　
あ

ら
ゆ

る
暴

力
の

根
絶

と
人

権
の

尊
重

D
V

相
談

カ
ー

ド
等

の
作

成
配

布
担

当
課

健
康

福
祉

部
児

童
家

庭
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

86

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
県

民
に

対
し

Ｄ
Ｖ

に
対

す
る

理
解

と
認

識
を

深
め

て
も

ら
う

こ
と

を
目

的
に

、
1
1
月

1
2
日

か
ら

2
5
日

の
「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
」
期

間
中

に
関

係
機

関
等

と
協

働
し

、
Ｄ

Ｖ
防

止
と

児
童

虐
待

防
止

を
呼

び
掛

け
る

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
行

う
と

と
も

に
、

各
市

町
村

と
連

携
し

て
自

治
会

の
回

覧
板

を
活

用
し

た
啓

発
チ

ラ
シ

の
供

覧
配

布
な

ど
を

行
い

県
民

の
意

識
の

向
上

を
図

り
ま

す
。

・
1
1
月

1
2
日

か
ら

2
5
日

の
「
女

性
に

対
す

る
暴

力
を

な
く

す
運

動
」
期

間
中

に
関

係
機

関
等

と
協

働
し

、
大

型
商

業
施

設
等

（
千

葉
、

酒
々

井
、

幕
張

会
場

等
）
に

お
い

て
、

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
実

施
し

、
啓

発
物

5
,0

0
0
個

を
配

布
し

、
D

V
防

止
と

児
童

虐
待

防
止

を
呼

び
か

け
ま

し
た

。
・
観

光
施

設
等

（
木

更
津

、
千

葉
、

成
田

、
鴨

川
）
に

お
い

て
、

女
性

に
対

す
る

暴
力

根
絶

の
シ

ン
ボ

ル
カ

ラ
ー

で
あ

る
「
パ

ー
プ

ル
・
ラ

イ
ト
ア

ッ
プ

」
を

実
施

し
、

D
V

防
止

を
呼

び
か

け
ま

し
た

。

・
啓

発
チ

ラ
シ

に
つ

い
て

は
、

幅
広

い
世

代
に

D
V

に
関

す
る

認
識

や
相

談
窓

口
の

周
知

を
図

る
た

め
、

掲
載

内
容

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

、
L
G

B
T

ｓに
配

慮
し

た
表

現
と

な
っ

て
い

る
か

留
意

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
で

は
、

各
機

関
と

連
携

し
、

多
く

の
県

民
に

対
し

て
啓

発
活

動
を

行
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
街

頭
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
で

は
、

引
き

続
き

関
係

機
関

等
と

協
働

し
、

よ
り

多
く

の
県

民
に

対
し

Ｄ
Ｖ

に
対

す
る

理
解

と
認

識
を

深
め

る
た

め
呼

び
か

け
を

行
い

ま
す

。

施
策

１
　

暴
力

を
許

さ
な

い
社

会
に

向
け

た
広

報
啓

発
関

係
指

標
Ｄ

Ｖ
が

人
権

侵
害

で
あ

る
と

認
識

す
る

人
の

割
合

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

93 92

  
施

策
の

方
向

①
　

Ｄ
Ｖ

・
児

童
虐

待
（
し

つ
け

と
称

す
る

体
罰

含
）
等

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
  

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
根

絶
と

被
害

者
へ

の
支

援
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
４

　
あ

ら
ゆ

る
暴

力
の

根
絶

と
人

権
の

尊
重

街
頭

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施
等

に
よ

る
県

民
へ

の
意

識
啓

発
担

当
課

健
康

福
祉

部
児

童
家

庭
課

143



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

87

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
Ｄ

Ｖ
予

防
教

育
の

一
環

と
し

て
、

「
若

者
の

た
め

の
Ｄ

Ｖ
予

防
セ

ミ
ナ

ー
」
を

県
内

の
高

等
学

校
等

の
う

ち
参

加
を

希
望

し
た

学
校

に
対

し
て

実
施

し
ま

す
。

・
「
若

者
の

た
め

の
D

V
予

防
セ

ミ
ナ

ー
」
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
昨

年
度

に
引

き
続

き
動

画
配

信
形

式
で

も
実

施
し

ま
し

た
。

ま
た

、
児

童
福

祉
施

設
等

、
各

学
校

に
実

施
を

働
き

か
け

ま
し

た
。

（
R
5
年

度
6
2
セ

ミ
ナ

ー
→

R
6
年

度
6
5
セ

ミ
ナ

ー
）

・
実

施
校

の
拡

大
を

図
る

た
め

に
は

、
引

き
続

き
未

実
施

校
等

に
お

い
て

本
事

業
の

趣
旨

や
理

解
を

得
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
教

育
委

員
会

主
催

の
会

議
や

市
町

村
D

V
担

当
課

長
会

議
等

に
て

、
実

施
を

呼
び

か
け

て
い

ま
す

。

施
策

１
　

暴
力

を
許

さ
な

い
社

会
に

向
け

た
広

報
啓

発
関

係
指

標
Ｄ

Ｖ
が

人
権

侵
害

で
あ

る
と

認
識

す
る

人
の

割
合

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

2,
10

0

2,
08

0

  
施

策
の

方
向

①
　

Ｄ
Ｖ

・
児

童
虐

待
（
し

つ
け

と
称

す
る

体
罰

含
）
等

あ
ら

ゆ
る

暴
力

の
  

　
　

　
　

　
　

　
 　

　
根

絶
と

被
害

者
へ

の
支

援
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
４

　
あ

ら
ゆ

る
暴

力
の

根
絶

と
人

権
の

尊
重

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
等

に
よ

る
Ｄ

Ｖ
予

防
教

育
の

推
進

担
当

課
健

康
福

祉
部

児
童

家
庭

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

27

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
漁

家
経

営
へ

の
積

極
的

な
参

画
や

漁
村

地
域

で
の

活
動

を
促

進
す

る
た

め
、

女
性

漁
業

者
を

対
象

と
し

た
男

女
共

同
参

画
研

修
会

を
開

催
し

ま
す

。

・
令

和
６

年
６

月
に

開
催

さ
れ

た
県

内
の

女
性

漁
業

者
が

集
ま

る
「
漁

協
女

性
部

連
絡

協
議

会
通

常
総

会
」
に

併
せ

て
男

女
共

同
参

画
研

修
会

を
開

催
し

ま
し

た
。

・
引

き
続

き
女

性
漁

業
者

を
対

象
と

し
た

男
女

共
同

参
画

研
修

会
を

開
催

し
、

漁
家

経
営

へ
の

積
極

的
な

参
画

や
漁

村
地

域
で

の
活

動
を

支
援

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
今

年
度

も
女

性
漁

業
者

が
集

ま
る

「
漁

協
女

性
部

連
絡

協
議

会
通

常
総

会
」
が

開
催

さ
れ

る
見

込
み

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

併
せ

て
男

女
共

同
参

画
研

修
会

を
開

催
で

き
る

よ
う

、
事

前
に

開
催

内
容

の
検

討
や

外
部

講
師

の
内

諾
等

を
進

め
ま

す
。

施
策

１
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

関
係

指
標

―

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

0 0

施
策

の
方

向
④

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

女
性

漁
業

者
の

経
営

参
画

及
び

地
域

活
動

促
進

に
向

け
た

研
修

会
の

開
催

担
当

課
農

林
水

産
部

水
産

局
水

産
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

28

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
漁

家
経

営
へ

の
積

極
的

な
参

画
や

漁
村

地
域

で
の

活
動

を
促

進
す

る
た

め
、

漁
協

女
性

部
等

で
中

心
的

に
活

動
す

る
女

性
の

漁
業

士
の

資
質

向
上

を
目

的
と

し
て

、
他

県
の

女
性

の
漁

業
士

と
の

交
流

会
へ

の
参

加
を

支
援

し
ま

す
。

・
他

県
の

女
性

の
漁

業
士

と
の

交
流

会
へ

の
参

加
支

援
（
年

１
回

）
を

行
っ

て
お

り
、

令
和

６
年

度
は

茨
城

県
で

開
催

で
さ

れ
た

も
の

の
、

本
県

の
女

性
の

漁
業

士
の

参
加

希
望

は
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

・
本

県
の

女
性

の
漁

業
士

は
多

忙
な

方
や

高
齢

の
方

が
多

く
、

遠
方

で
開

催
さ

れ
る

交
流

会
に

参
加

す
る

こ
と

が
難

し
い

こ
と

か
ら

、
参

加
が

厳
し

い
状

況
で

し
た

。

・
オ

ン
ラ

イ
ン

で
の

参
加

等
、

遠
方

か
ら

で
も

参
加

が
し

や
す

い
環

境
と

な
る

よ
う

、
幹

事
県

へ
要

望
し

ま
す

。

　
施

策
１

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
推

進
関

係
指

標
－

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

0 0

　
施

策
の

方
向

④
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

重
点

的
取

組
－

　
基

本
目

標
Ⅰ

　
あ

ら
ゆ

る
分

野
で

男
女

が
と

も
に

活
躍

で
き

る
環

境
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

　
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

女
性

漁
業

者
の

資
質

向
上

を
図

る
た

め
の

活
動

支
援

担
当

課
農

林
水

産
部

水
産

局
水

産
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

21
3

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

1,
47

5

・
本

県
の

男
女

共
同

参
画

社
会

づ
く

り
に

向
け

た
機

運
を

高
め

る
た

め
、

「
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

県
民

フ
ェ

ス
タ

」
を

開
催

し
ま

す
。

・
「
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

県
民

フ
ェ

ス
タ

」
で

は
、

本
県

の
男

女
共

同
参

画
の

推
進

拠
点

と
し

て
、

県
内

で
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
向

け
て

活
躍

す
る

民
間

団
体

の
参

加
を

得
る

な
ど

、
県

民
が

楽
し

み
な

が
ら

男
女

共
同

参
画

へ
の

理
解

を
深

め
、

考
え

る
機

会
を

提
供

し
ま

す
。

・
令

和
6
年

度
の

「
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

県
民

フ
ェ

ス
タ

」
に

お
い

て
は

、
下

記
の

取
組

を
実

施
し

、
本

県
の

男
女

共
同

参
画

社
会

づ
く

り
に

向
け

た
機

運
の

醸
成

を
図

り
ま

し
た

。
（
講

演
会

及
び

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

参
加

人
数

延
べ

6
2
5
人

）
【
講

演
会

】
（
参

加
人

数
2
3
0
人

）
　

テ
ー

マ
：
「
キ

ッ
チ

ン
か

ら
始

ま
る

家
族

の
絆

～
“
お

い
し

い
”
よ

り
も

大
切

な
こ

と
～

」
講

師
：
料

理
研

究
家

　
コ

ウ
ケ

ン
テ

ツ
【
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
】
（
参

加
人

数
3
9
5
人

）
 A

 「
名

ば
か

り
イ

ク
メ

ン
」
退

場
（
パ

パ
の

育
児

休
業

支
援

セ
ン

タ
ー

）
 B

　
誰

ひ
と

り
取

り
残

さ
な

い
　

安
全

・
安

心
な

避
難

所
と

は
？

（
流

山
防

災
ま

ち
づ

く
り

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
）

 C
　

親
子

で
学

ぼ
う

　
～

楽
し

い
防

災
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
～

（
N

P
O

法
人

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

な
が

れ
や

ま
）

 D
　

ふ
ら

っ
と

！
し

ゃ
べ

り
場

　
〈
出

張
版

〉
（
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

地
域

推
進

員
（
東

葛
飾

地
域

）
）

 E
　

＼
声

は
チ

カ
ラ

／
　

朗
読

舞
台

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
（
市

民
劇

団
オ

ン
リ
ー

ワ
ン

）
 F

　
こ

れ
っ

て
私

だ
け

？
　

こ
こ

ろ
の

モ
ヤ

モ
ヤ

あ
り

ま
す

か
？

（
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

地
域

推
進

員
（
千

葉
・
葛

南
地

域
）
）

ま
た

、
講

演
会

、
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
と

併
せ

て
パ

ネ
ル

展
示

、
ク

イ
ズ

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
、

ス
テ

ー
ジ

シ
ョ
ー

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
県

民
が

楽
し

み
な

が
ら

男
女

共
同

参
画

へ
の

理
解

を
深

め
、

民
間

に
お

け
る

取
り

組
み

促
進

を
図

る
た

め
、

広
報

を
工

夫
し

、
さ

ら
に

参
加

を
促

す
必

要
が

あ
り

ま
す

。

・
県

が
実

施
す

る
イ

ベ
ン

ト
や

講
座

な
ど

様
々

な
機

会
に

お
い

て
広

報
す

る
ほ

か
、

ち
ば

男
女

共
同

参
画

情
報

ネ
ッ

ト
や

県
公

式
Ｘ

（
旧

Ｔ
ｗ

ｉｔ
ｔｅ

ｒ）
な

ど
も

活
用

し
、

現
状

の
参

加
者

層
を

維
持

し
つ

つ
も

幅
広

い
年

齢
層

（
特

に
若

年
層

）
へ

周
知

・
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

1,
91

1

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

フ
ェ

ス
テ

ィ
バ

ル
の

開
催

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課

147



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

21
4

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

1,
16

2

・
男

女
共

同
参

画
を

推
進

す
る

た
め

、
当

セ
ン

タ
ー

の
事

業
内

容
や

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

情
報

等
を

掲
載

し
た

情
報

誌
を

年
２

回
発

行
し

、
市

町
村

や
男

女
共

同
参

画
関

連
施

設
等

へ
の

配
布

及
び

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ
の

掲
載

に
よ

り
、

広
く

県
民

に
対

し
広

報
・
啓

発
を

行
い

ま
す

。

・
「
ｅ
パ

ー
ト
ナ

ー
ち

ば
」
第

3
6
号

お
よ

び
第

3
7
号

を
、

そ
れ

ぞ
れ

9
月

と
3
月

（
各

8
5
0
0
部

）
の

年
間

2
回

発
行

し
、

ニ
ー

ズ
に

合
わ

せ
た

内
容

を
掲

載
す

る
こ

と
に

よ
り

、
あ

ら
ゆ

る
人

へ
の

参
画

を
啓

発
し

ま
し

た
。

・
引

き
続

き
、

掲
載

す
る

人
材

の
発

掘
に

努
め

、
あ

ら
ゆ

る
人

へ
の

参
画

を
啓

発
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

・
よ

り
幅

広
い

世
代

に
読

ん
で

も
ら

え
る

よ
う

に
、

掲
載

内
容

や
紙

面
構

成
を

さ
ら

に
工

夫
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

1,
32

6

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

男
女

共
同

参
画

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

情
報

誌
「
eパ

ー
ト
ナ

ー
ち

ば
」
の

発
行

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

21
5

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

2
6
7
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

・
女

性
の

活
躍

促
進

と
男

女
共

同
参

画
に

よ
る

豊
か

な
地

域
社

会
づ

く
り

を
目

指
し

、
地

域
や

仕
事

に
お

い
て

自
ら

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
し

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
も

っ
て

活
躍

す
る

女
性

人
材

を
養

成
し

ま
す

。

・
地

域
活

動
の

場
な

ど
に

お
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
す

る
人

材
育

成
を

目
的

と
し

、
「
女

性
が

働
く

こ
と

」
を

テ
ー

マ
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

女
性

の
目

標
に

合
わ

せ
て

、
就

労
・
就

農
・
起

業
と

ジ
ャ

ン
ル

を
分

け
て

講
座

を
行

い
ま

し
た

。
　

（
就

労
1
回

・
起

業
1
回

・
就

農
1
回

の
計

3
回

）
　

【
就

労
】
「
女

性
の

た
め

の
就

労
支

援
講

座
「
ご

縁
と

チ
ャ

ン
ス

を
引

き
寄

せ
よ

う
！

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
＆

メ
イ

ク
」
」
　

参
加

人
数

2
6
名

　
【
起

業
】
「
女

性
の

た
め

の
起

業
支

援
講

座
「
カ

フ
ェ

の
先

輩
と

話
そ

う
！

カ
フ

ェ
・
飲

食
店

を
開

く
第

一
歩

を
踏

み
出

す
き

っ
か

け
づ

く
り

」
」
参

加
人

数
1
5
名

　
【
就

農
】
「
女

性
の

た
め

の
農

業
入

門
講

座
」
　

参
加

人
数

2
1
名

・
入

門
編

で
あ

る
本

講
座

か
ら

各
分

野
の

支
援

窓
口

へ
つ

な
ぐ

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

・
講

座
の

実
施

に
あ

た
り

、
各

種
団

体
や

庁
内

関
係

課
と

連
携

し
、

各
支

援
窓

口
や

イ
ベ

ン
ト
情

報
等

の
収

集
を

行
い

、
次

の
ス

テ
ッ

プ
と

し
て

参
加

者
に

情
報

提
供

し
ま

す
。

・
ま

た
、

講
座

開
催

に
係

る
チ

ラ
シ

を
関

係
団

体
等

に
配

布
す

る
際

に
は

、
下

部
団

体
へ

の
周

知
が

い
き

わ
た

る
よ

う
余

裕
を

も
っ

て
通

知
す

る
と

と
も

に
、

県
が

実
施

す
る

イ
ベ

ン
ト
や

講
座

な
ど

様
々

な
機

会
に

お
い

て
配

布
す

る
ほ

か
、

ち
ば

男
女

共
同

参
画

情
報

ネ
ッ

ト
や

県
公

式
X

（
旧

T
w

it
te

r）
等

も
活

用
し

、
現

状
の

参
加

者
層

を
維

持
し

つ
つ

も
幅

広
い

年
齢

層
（
特

に
若

年
層

）
へ

周
知

・
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

2
9
5
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

女
性

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

（
女

性
の

た
め

の
起

業
支

援
講

座
）
の

開
催

（
再

掲
）

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

21
6

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

2
6
7
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

・
女

性
の

活
躍

促
進

と
男

女
共

同
参

画
に

よ
る

豊
か

な
地

域
社

会
づ

く
り

を
目

指
し

、
地

域
や

仕
事

に
お

い
て

自
ら

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
し

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
も

っ
て

活
躍

す
る

女
性

人
材

を
養

成
し

ま
す

。

・
地

域
活

動
の

場
な

ど
に

お
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
す

る
人

材
育

成
を

目
的

と
し

、
「
女

性
が

働
く

こ
と

」
を

テ
ー

マ
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

女
性

の
目

標
に

合
わ

せ
て

、
就

労
・
就

農
・
起

業
と

ジ
ャ

ン
ル

を
分

け
て

講
座

を
行

い
ま

し
た

。
　

（
就

労
1
回

・
起

業
1
回

・
就

農
1
回

の
計

3
回

）
　

【
就

労
】
「
女

性
の

た
め

の
就

労
支

援
講

座
「
ご

縁
と

チ
ャ

ン
ス

を
引

き
寄

せ
よ

う
！

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
＆

メ
イ

ク
」
」
　

参
加

人
数

2
6
名

　
【
起

業
】
「
女

性
の

た
め

の
起

業
支

援
講

座
「
カ

フ
ェ

の
先

輩
と

話
そ

う
！

カ
フ

ェ
・
飲

食
店

を
開

く
第

一
歩

を
踏

み
出

す
き

っ
か

け
づ

く
り

」
」
参

加
人

数
1
5
名

　
【
就

農
】
「
女

性
の

た
め

の
農

業
入

門
講

座
」
　

参
加

人
数

2
1
名

・
入

門
編

で
あ

る
本

講
座

か
ら

各
分

野
の

支
援

窓
口

へ
つ

な
ぐ

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

・
講

座
の

実
施

に
あ

た
り

、
各

種
団

体
や

庁
内

関
係

課
と

連
携

し
、

各
支

援
窓

口
や

イ
ベ

ン
ト
情

報
等

の
収

集
を

行
い

、
次

の
ス

テ
ッ

プ
と

し
て

参
加

者
に

情
報

提
供

し
ま

す
。

・
ま

た
、

講
座

開
催

に
係

る
チ

ラ
シ

を
関

係
団

体
等

に
配

布
す

る
際

に
は

、
下

部
団

体
へ

の
周

知
が

い
き

わ
た

る
よ

う
余

裕
を

も
っ

て
通

知
す

る
と

と
も

に
、

県
が

実
施

す
る

イ
ベ

ン
ト
や

講
座

な
ど

様
々

な
機

会
に

お
い

て
配

布
す

る
ほ

か
、

ち
ば

男
女

共
同

参
画

情
報

ネ
ッ

ト
や

県
公

式
X

（
旧

T
w

it
te

r）
等

も
活

用
し

、
現

状
の

参
加

者
層

を
維

持
し

つ
つ

も
幅

広
い

年
齢

層
（
特

に
若

年
層

）
へ

周
知

・
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

2
9
5
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

女
性

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

（
女

性
の

た
め

の
就

労
支

援
講

座
）
の

開
催

（
再

掲
）

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

21
7

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

2
6
7
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

・
女

性
の

活
躍

促
進

と
男

女
共

同
参

画
に

よ
る

豊
か

な
地

域
社

会
づ

く
り

を
目

指
し

、
地

域
や

仕
事

に
お

い
て

自
ら

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
し

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
も

っ
て

活
躍

す
る

女
性

人
材

を
養

成
し

ま
す

。

・
地

域
活

動
の

場
な

ど
に

お
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
す

る
人

材
育

成
を

目
的

と
し

、
「
女

性
が

働
く

こ
と

」
を

テ
ー

マ
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

女
性

の
目

標
に

合
わ

せ
て

、
就

労
・
就

農
・
起

業
と

ジ
ャ

ン
ル

を
分

け
て

講
座

を
行

い
ま

し
た

。
　

（
就

労
1
回

・
起

業
1
回

・
就

農
1
回

の
計

3
回

）
　

【
就

労
】
「
女

性
の

た
め

の
就

労
支

援
講

座
「
ご

縁
と

チ
ャ

ン
ス

を
引

き
寄

せ
よ

う
！

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
＆

メ
イ

ク
」
」
　

参
加

人
数

2
6
名

　
【
起

業
】
「
女

性
の

た
め

の
起

業
支

援
講

座
「
カ

フ
ェ

の
先

輩
と

話
そ

う
！

カ
フ

ェ
・
飲

食
店

を
開

く
第

一
歩

を
踏

み
出

す
き

っ
か

け
づ

く
り

」
」
参

加
人

数
1
5
名

　
【
就

農
】
「
女

性
の

た
め

の
農

業
入

門
講

座
」
　

参
加

人
数

2
1
名

・
入

門
編

で
あ

る
本

講
座

か
ら

各
分

野
の

支
援

窓
口

へ
つ

な
ぐ

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

・
講

座
の

実
施

に
あ

た
り

、
各

種
団

体
や

庁
内

関
係

課
と

連
携

し
、

各
支

援
窓

口
や

イ
ベ

ン
ト
情

報
等

の
収

集
を

行
い

、
次

の
ス

テ
ッ

プ
と

し
て

参
加

者
に

情
報

提
供

し
ま

す
。

・
ま

た
、

講
座

開
催

に
係

る
チ

ラ
シ

を
関

係
団

体
等

に
配

布
す

る
際

に
は

、
下

部
団

体
へ

の
周

知
が

い
き

わ
た

る
よ

う
余

裕
を

も
っ

て
通

知
す

る
と

と
も

に
、

県
が

実
施

す
る

イ
ベ

ン
ト
や

講
座

な
ど

様
々

な
機

会
に

お
い

て
配

布
す

る
ほ

か
、

ち
ば

男
女

共
同

参
画

情
報

ネ
ッ

ト
や

県
公

式
X

（
旧

T
w

it
te

r）
等

も
活

用
し

、
現

状
の

参
加

者
層

を
維

持
し

つ
つ

も
幅

広
い

年
齢

層
（
特

に
若

年
層

）
へ

周
知

・
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

2
9
5
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

女
性

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

（
女

性
の

た
め

の
就

農
支

援
講

座
）
の

開
催

（
再

掲
）

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課

151



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

21
8

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

1
0
2
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

・
防

災
分

野
に

お
け

る
女

性
の

参
画

を
促

進
す

る
た

め
、

女
性

防
災

リ
ー

ダ
ー

を
養

成
す

る
た

め
の

講
座

を
実

施
し

ま
す

。

・
地

域
活

動
の

場
な

ど
に

お
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
す

る
人

材
育

成
を

目
的

と
し

、
オ

ン
ラ

イ
ン

講
座

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

で
地

域
の

防
災

力
ア

ッ
プ

！
」
を

行
い

ま
し

た
。

（
動

画
再

生
回

数
2
8
5
回

）

・
参

加
者

数
増

加
の

た
め

に
、

講
座

内
容

や
開

催
方

法
（
オ

ン
ラ

イ
ン

等
）
、

広
報

の
仕

方
を

工
夫

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
ま

た
、

男
女

共
同

参
画

の
視

点
や

県
内

各
所

の
地

域
特

性
を

取
り

入
れ

た
防

災
へ

の
取

組
が

な
さ

れ
る

よ
う

、
実

施
方

法
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

・
県

が
実

施
す

る
イ

ベ
ン

ト
や

講
座

な
ど

様
々

な
機

会
に

お
い

て
広

報
す

る
ほ

か
、

ち
ば

男
女

共
同

参
画

情
報

ネ
ッ

ト
や

県
公

式
X

（
旧

T
w
it
te

r）
な

ど
も

活
用

し
、

幅
広

い
年

齢
層

（
特

に
若

年
層

）
へ

周
知

・
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

1
1
2
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

防
災

女
性

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

の
開

催
（
再

掲
）

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
1
9

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

2
2
2
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

・
大

学
・
企

業
、

地
域

団
体

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、

男
女

共
同

参
画

の
気

運
の

醸
成

、
民

間
に

お
け

る
取

組
促

進
を

図
り

ま
す

。

・
東

京
海

上
日

動
火

災
保

険
（
株

）
と

連
携

し
、

東
京

海
上

あ
ん

し
ん

エ
ー

ジ
ェ

ン
シ

ー
（
株

）
千

葉
支

社
の

協
力

に
よ

り
企

業
連

携
講

座
を

2
回

実
施

し
ま

し
た

。
（
参

加
人

数
2
9
名

）
　

講
座

名
：
「
マ

ネ
ー

セ
ミ
ナ

ー
「
『
共

働
き

世
帯

』
で

あ
れ

ば
知

っ
て

お
き

た
い

！
～

F
P
が

実
践

し
て

い
る

家
計

管
理

・
資

産
形

成
の

秘
訣

～
」
」

　
講

師
：
ウ

ォ
ー

リ
ー

ア
レ

ッ
ク

ス
慶

、
今

村
桃

介
（
東

京
海

上
あ

ん
し

ん
エ

ー
ジ

ェ
ン

シ
ー

（
株

）
千

葉
支

社
）

・
千

葉
大

学
、

日
本

大
学

並
び

に
国

立
研

究
開

発
法

人
量

子
科

学
技

術
研

究
開

発
機

構
 と

連
携

し
、

大
学

連
携

講
座

を
実

施
し

ま
し

た
。

（
参

加
人

数
4
3
名

）
　

講
演

会
「
教

室
の

外
の

理
科

の
世

界
」

　
【
第

１
部

 基
調

講
演

】
「
工

学
系

女
性

活
躍

の
今

後
に

つ
い

て
」

　
　

講
師

：
居

駒
知

樹
（
日

本
大

学
教

授
）

　
【
第

２
部

 ロ
ー

ル
モ

デ
ル

講
演

】
「
思

い
の

ま
ま

に
進

も
う

」
　

　
講

師
：
浦

聖
恵

（
千

葉
大

学
大

学
院

教
授

）
、

金
ウ

ン
ジ

ュ
（
国

立
研

究
開

発
法

人
量

子
科

学
技

術
研

究
開

発
機

構
放

射
線

医
学

研
究

所
主

幹
研

究
員

）
、

金
子

美
泉

（
日

本
大

学
助

教
）

・
今

後
も

あ
ら

ゆ
る

人
が

参
加

若
し

く
は

視
聴

で
き

る
よ

う
、

講
座

内
容

の
検

討
な

ど
、

更
な

る
工

夫
を

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
県

が
実

施
す

る
イ

ベ
ン

ト
や

講
座

な
ど

様
々

な
機

会
に

お
い

て
広

報
す

る
ほ

か
、

ち
ば

男
女

共
同

参
画

情
報

ね
っ

と
や

県
公

式
X

（
旧

T
w
it
te

r）
な

ど
も

活
用

し
、

現
状

の
参

加
者

層
を

維
持

し
つ

つ
も

幅
広

い
年

齢
層

（
特

に
若

年
層

）
へ

周
知

・
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

講
座

内
容

に
つ

い
て

も
、

社
会

的
な

関
心

が
高

い
テ

ー
マ

に
す

る
な

ど
、

内
容

の
検

討
に

努
め

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

4
6
8
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

大
学

・
企

業
と

の
連

携
に

よ
る

専
門

講
座

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課

153



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

22
0

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

1
5
0
(事

業
N

o
.6

4
の

再
掲

)

・
大

学
・
企

業
、

地
域

団
体

等
の

関
係

機
関

と
連

携
し

て
、

男
女

共
同

参
画

の
気

運
の

醸
成

、
民

間
に

お
け

る
取

組
促

進
を

図
り

ま
す

。

・
千

葉
県

栄
養

士
会

と
連

携
し

て
講

座
を

開
催

し
ま

し
た

。
（
参

加
人

数
2
8
名

）
講

座
名

：
「
パ

ッ
ク

ク
ッ

キ
ン

グ
体

験
～

作
っ

て
み

よ
う

！
災

害
時

の
備

え
～

」
講

師
：
大

嶋
晶

子
(管

理
栄

養
士

)
・
日

本
政

策
金

融
金

庫
と

連
携

し
、

計
2
回

の
講

座
を

開
催

し
ま

し
た

。
（
参

加
人

数
2
5
名

）
講

座
名

：
「
女

性
の

た
め

の
起

業
支

援
講

座
「
め

ざ
せ

開
業

！
起

業
プ

ラ
ン

づ
く

り
」
」

講
師

：
北

川
雄

宇
（
日

本
政

策
金

融
公

庫
南

関
東

創
業

支
援

ｾ
ﾝ

ﾀ
ｰ

上
席

所
長

代
理

）
、

飯
田

博
之

（
同

千
葉

支
店

上
席

課
長

代
理

）

・
今

後
も

あ
ら

ゆ
る

人
が

参
加

若
し

く
は

視
聴

で
き

る
よ

う
、

講
座

内
容

の
検

討
な

ど
、

更
な

る
工

夫
を

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
県

が
実

施
す

る
イ

ベ
ン

ト
や

講
座

な
ど

様
々

な
機

会
に

お
い

て
チ

ラ
シ

を
広

報
す

る
ほ

か
、

ち
ば

男
女

共
同

参
画

情
報

ネ
ッ

ト
や

県
公

式
X

（
旧

T
w

it
te

r）
な

ど
も

活
用

し
、

現
状

の
参

加
者

層
を

維
持

し
つ

つ
も

幅
広

い
年

齢
層

（
特

に
若

年
層

）
へ

周
知

・
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

講
座

内
容

に
つ

い
て

も
、

社
会

的
な

関
心

が
高

い
テ

ー
マ

に
す

る
な

ど
、

内
容

の
検

討
に

努
め

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

2
3
9
(事

業
N

o
.6

4
の

再
掲

)

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

地
域

団
体

、
産

業
団

体
等

と
の

連
携

に
よ

る
専

門
講

座
担

当
課

総
合

企
画

部
多

様
性

社
会

推
進

課

154



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

22
1

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

0

・
「
ち

ば
男

女
共

同
参

画
情

報
マ

ガ
ジ

ン
（
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

）
」
を

毎
月

2
回

発
行

す
る

と
と

も
に

、
市

町
村

が
開

催
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

を
千

葉
県

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
掲

載
し

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
へ

の
普

及
啓

発
を

行
い

ま
す

。
・
令

和
７

年
度

は
メ

ル
マ

ガ
を

終
了

し
、

多
様

性
社

会
推

進
課

の
H

P
に

、
こ

れ
ま

で
「
ち

ば
男

女
共

同
参

画
情

報
マ

ガ
ジ

ン
」
で

発
信

し
て

い
た

情
報

を
掲

載
し

た
「
ち

ば
男

女
共

同
参

画
情

報
ネ

ッ
ト
」
の

ペ
ー

ジ
を

新
た

に
立

ち
上

げ
、

「
ち

ば
男

女
共

同
参

画
情

報
ネ

ッ
ト
」
の

更
新

情
報

を
、

県
公

報
X

（
旧

：
T

w
it
te

r）
に

て
、

広
く

県
民

向
け

に
、

毎
月

２
回

発
信

し
ま

す
。

・
市

町
村

が
開

催
す

る
イ

ベ
ン

ト
等

も
配

信
し

、
多

く
の

イ
ベ

ン
ト
や

ニ
ュ

ー
ス

を
掲

載
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

・
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

を
見

て
、

イ
ベ

ン
ト
や

セ
ミ
ナ

ー
に

参
加

し
た

と
い

う
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

り
、

普
及

啓
発

に
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

・
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

防
止

に
つ

い
て

掲
載

し
、

啓
発

を
図

り
ま

し
た

。

・
よ

り
多

く
の

方
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
、

さ
ら

な
る

広
報

と
周

知
が

必
要

で
す

。

・
よ

り
多

く
の

方
に

関
心

を
持

っ
て

も
ら

う
た

め
、

イ
ベ

ン
ト
等

で
周

知
を

行
う

他
、

掲
載

内
容

を
工

夫
し

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

0

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

等
に

よ
る

情
報

発
信

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課

155



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

22
2

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

15
5

・
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
取

り
組

む
市

町
村

に
対

し
、

専
門

的
な

知
識

や
経

験
を

有
す

る
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
を

派
遣

し
、

男
女

共
同

参
画

の
理

解
促

進
を

図
り

ま
す

。

・
市

町
村

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

計
画

及
び

女
性

活
躍

推
進

計
画

の
策

定
・
改

定
を

支
援

す
る

た
め

、
有

識
者

の
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
を

４
市

に
実

施
（
富

津
市

、
流

山
市

、
大

網
白

里
市

、
白

井
市

）
し

、
関

係
機

関
が

行
う

研
修

会
等

の
取

組
に

対
す

る
支

援
を

行
い

ま
し

た
。

・
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
、

男
女

共
同

参
画

の
理

解
促

進
を

図
る

た
め

、
引

き
続

き
関

係
機

関
等

が
行

う
研

修
会

等
の

取
組

に
対

す
る

支
援

を
行

っ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
引

き
続

き
、

県
の

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

派
遣

や
内

閣
府

の
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
派

遣
事

業
を

活
用

し
、

関
係

機
関

が
行

う
研

修
会

等
の

取
組

に
対

す
る

支
援

を
通

じ
、

男
女

共
同

参
画

の
理

解
促

進
を

図
り

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

38
5

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

関
係

機
関

等
が

行
う

研
修

会
等

の
取

組
に

対
す

る
支

援
担

当
課

総
合

企
画

部
多

様
性

社
会

推
進

課

156



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

22
3

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

1
0
8
(事

業
N

o
.2

5
9
に

含
む

)

・
男

女
共

同
参

画
啓

発
パ

ネ
ル

を
市

町
村

の
ロ

ビ
ー

・
公

民
館

、
市

町
村

で
の

イ
ベ

ン
ト
会

場
等

で
展

示
し

ま
す

。
・
男

女
共

同
参

画
週

間
に

パ
ネ

ル
展

を
実

施
す

る
等

に
よ

り
、

広
く

周
知

・
啓

発
活

動
を

行
い

ま
す

。

・
市

町
村

に
、

男
女

共
同

参
画

啓
発

パ
ネ

ル
の

貸
出

を
行

い
、

住
民

意
識

の
高

揚
を

図
る

と
と

も
に

、
市

町
村

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

施
策

の
推

進
を

支
援

す
る

た
め

、
男

女
共

同
参

画
啓

発
パ

ネ
ル

の
貸

出
を

１
０

市
町

に
実

施
（
茂

原
市

、
多

古
町

、
旭

市
、

山
武

市
、

富
里

市
、

栄
町

、
九

十
九

里
町

、
四

街
道

市
、

市
原

市
、

野
田

市
）
し

ま
し

た
。

・
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

推
進

事
業

所
表

彰
に

お
け

る
受

賞
事

業
所

の
取

組
紹

介
の

パ
ネ

ル
を

作
成

し
、

県
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

公
開

し
ま

し
た

。
・
令

和
6
年

度
は

、
県

庁
本

庁
舎

1
階

県
民

ホ
ー

ル
に

て
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
パ

ネ
ル

展
を

実
施

し
、

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

取
組

や
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

展
示

し
、

男
女

共
同

参
画

に
係

る
理

解
増

進
等

を
図

り
ま

し
た

。

・
県

イ
ベ

ン
ト
の

参
加

者
の

増
加

や
、

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

意
識

改
革

を
図

る
た

め
、

よ
り

幅
広

く
広

報
を

行
う

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
県

H
P
の

他
、

X
等

も
活

用
し

、
県

民
へ

の
広

報
の

強
化

を
図

り
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

1
1
1
(事

業
N

o
.2

5
9
に

含
む

)

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

あ
ら

ゆ
る

人
々

へ
の

意
識

啓
発

の
展

開
担

当
課

総
合

企
画

部
多

様
性

社
会

推
進

課

157



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

22
4

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

1
,4

1
1
(事

業
N

o
.6

6
の

再
掲

)

・
地

域
特

性
を

踏
ま

え
た

男
女

共
同

参
画

を
効

果
的

に
推

進
す

る
た

め
、

知
事

が
委

嘱
し

た
「
男

女
共

同
参

画
地

域
推

進
員

」
と

共
催

で
企

画
事

業
を

実
施

し
ま

す
。

・
ま

た
、

地
域

推
進

員
に

よ
る

会
議

を
開

催
し

、
運

営
に

対
す

る
助

言
を

行
う

と
と

も
に

、
全

体
研

修
会

や
事

業
報

告
会

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

地
域

推
進

員
の

活
動

を
支

援
し

ま
す

。

・
県

内
6
地

域
で

推
進

員
の

企
画

に
よ

る
講

演
会

、
出

前
講

座
等

を
実

施
し

ま
し

た
。

（
1
3
事

業
、

参
加

者
数

1
4
1
7
人

、
動

画
再

生
29

9
回

）
・
中

学
校

で
「
出

前
講

座
」
等

実
施

す
る

な
ど

、
幅

広
い

世
代

を
タ

ー
ゲ

ッ
ト
に

し
た

取
組

に
よ

り
有

効
な

意
識

啓
発

が
で

き
ま

し
た

。
・
よ

り
多

く
の

県
民

の
参

加
を

促
す

た
め

実
施

方
法

を
工

夫
し

、
対

面
と

オ
ン

ラ
イ

ン
の

同
時

開
催

や
後

日
配

信
を

行
い

ま
し

た
。

・
地

域
推

進
員

の
活

動
を

各
地

域
で

の
男

女
共

同
参

画
推

進
の

機
運

の
高

ま
り

に
結

び
つ

け
る

こ
と

が
難

し
い

状
況

で
す

。
・
事

業
や

活
動

内
容

に
つ

い
て

、
よ

り
効

果
的

な
実

施
方

法
を

検
討

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
地

域
推

進
員

の
提

案
を

基
に

、
地

域
ご

と
に

工
夫

し
た

事
業

が
展

開
さ

れ
て

お
り

ま
す

が
、

地
域

横
断

の
全

体
研

修
会

、
事

業
報

告
会

等
を

通
じ

て
、

好
事

例
の

情
報

共
有

を
図

る
な

ど
、

引
き

続
き

企
画

事
業

の
活

性
化

を
図

っ
て

参
り

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

1
,5

6
3
(事

業
N

o
.6

6
の

再
掲

)

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

「
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

地
域

推
進

員
」
に

よ
る

企
画

事
業

の
実

施
担

当
課

総
合

企
画

部
多

様
性

社
会

推
進

課

158



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

22
5

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

5
3
4
(事

業
N

o
.2

3
4
の

再
掲

)

・
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

広
報

・
啓

発
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
、

男
女

共
同

参
画

関
連

資
料

等
の

収
集

を
行

う
と

と
も

に
市

町
村

等
に

対
し

て
情

報
提

供
を

行
い

ま
す

。

・
国

や
他

都
道

府
県

、
県

内
市

町
村

の
男

女
共

同
参

画
関

連
資

料
等

を
収

集
す

る
他

、
集

め
た

情
報

や
本

県
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
関

連
の

情
報

を
市

町
村

等
に

情
報

提
供

を
行

い
ま

し
た

。

・
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

広
報

・
啓

発
活

動
の

推
進

を
図

る
た

め
、

社
会

的
関

心
が

高
ま

っ
て

い
る

男
女

共
同

参
画

の
各

種
テ

ー
マ

等
の

情
報

を
収

集
す

る
と

と
も

に
、

市
町

村
等

へ
情

報
提

供
を

行
う

こ
と

が
必

要
で

す
。

・
引

き
続

き
、

男
女

共
同

参
画

関
連

資
料

等
の

収
集

を
行

う
と

と
も

に
市

町
村

等
に

対
し

て
情

報
提

供
を

行
い

、
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

広
報

・
啓

発
活

動
の

推
進

を
図

っ
て

い
き

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
―

令
和

６
年

度

5
4
7
(事

業
N

o
.2

3
4
の

再
掲

)

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

男
女

共
同

参
画

関
連

資
料

等
収

集
及

び
提

供
担

当
課

総
合

企
画

部
多

様
性

社
会

推
進

課

159



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

22
6

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

0

・
本

県
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

状
況

や
施

策
等

に
対

す
る

理
解

促
進

を
図

る
た

め
、

男
女

共
同

参
画

に
関

す
る

様
々

な
統

計
デ

ー
タ

や
本

県
の

男
女

共
同

参
画

施
策

の
推

進
状

況
に

つ
い

て
、

白
書

と
し

て
取

り
ま

と
め

、
広

く
県

民
に

周
知

し
ま

す
。

・
令

和
7
年

2
月

に
、

「
令

和
6
年

度
 千

葉
県

男
女

共
同

参
画

白
書

」
を

作
成

し
、

県
ホ

ー
ム

ぺ
ー

ジ
で

広
報

を
行

っ
た

他
、

関
係

機
関

等
へ

配
布

を
行

い
、

本
県

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
状

況
や

施
策

等
に

対
す

る
理

解
増

進
を

図
り

ま
し

た
。

・
本

県
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
を

取
り

巻
く

状
況

や
施

策
等

は
毎

年
度

異
な

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

、
最

新
版

の
「
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

白
書

」
の

作
成

を
行

う
必

要
が

あ
り

ま
す

。

・
引

き
続

き
、

最
新

版
の

「
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

白
書

」
の

作
成

し
県

民
に

広
く

周
知

し
、

本
県

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

を
取

り
巻

く
状

況
や

施
策

等
に

対
す

る
理

解
促

進
を

図
り

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

0

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

千
葉

県
男

女
共

同
参

画
白

書
の

発
行

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課

160



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

22
7

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

0

・
男

女
共

同
参

画
の

理
解

促
進

を
目

的
と

し
、

県
職

員
・
教

職
員

に
対

す
る

研
修

を
は

じ
め

、
市

町
村

や
企

業
、

各
種

団
体

な
ど

の
依

頼
に

よ
り

、
県

職
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
ま

す
。

・
令

和
6
年

度
は

農
業

共
済

組
合

の
依

頼
を

受
け

、
女

性
活

躍
推

進
の

必
要

性
や

、
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
係

る
国

や
県

の
取

組
に

つ
い

て
、

役
員

研
修

会
に

て
県

職
員

が
講

演
を

行
い

ま
し

た
。

・
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
て

、
幅

広
い

層
に

、
男

女
共

同
参

画
の

現
状

や
千

葉
県

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
十

分
に

理
解

し
て

も
ら

う
こ

と
が

必
要

で
す

。

・
引

き
続

き
、

県
職

員
・
教

職
員

に
対

す
る

研
修

を
は

じ
め

、
市

町
村

や
企

業
、

各
種

団
体

な
ど

の
依

頼
に

よ
り

、
県

職
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
、

男
女

共
同

参
画

の
理

解
促

進
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
広

報
・
啓

発
活

動
の

推
進

と
支

援
関

係
指

標
社

会
全

体
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合
女

性
の

権
利

に
関

す
る

法
制

度
の

認
知

度

令
和

６
年

度

0

施
策

の
方

向
①

　
あ

ら
ゆ

る
人

々
に

と
っ

て
の

男
女

共
同

参
画

の
推

進
重

点
的

取
組

該
当

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

８
　

男
女

共
同

参
画

へ
の

意
識

づ
く

り

男
女

共
同

参
画

の
推

進
に

つ
い

て
の

出
前

講
座

の
実

施
担

当
課

総
合

企
画

部
多

様
性

社
会

推
進

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

29

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

・
女

性
の

活
躍

促
進

と
男

女
共

同
参

画
に

よ
る

豊
か

な
地

域
社

会
づ

く
り

を
目

指
し

、
地

域
や

仕
事

に
お

い
て

自
ら

の
能

力
を

十
分

に
発

揮
し

、
男

女
共

同
参

画
の

視
点

を
も

っ
て

活
躍

す
る

女
性

人
材

を
養

成
し

ま
す

。

・
地

域
活

動
の

場
な

ど
に

お
い

て
、

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
活

躍
す

る
人

材
育

成
を

目
的

と
し

、
「
女

性
が

働
く

こ
と

」
を

テ
ー

マ
に

、
そ

れ
ぞ

れ
の

女
性

の
目

標
に

合
わ

せ
て

、
就

労
・
就

農
・
起

業
と

ジ
ャ

ン
ル

を
分

け
て

講
座

を
行

い
ま

し
た

。
　

（
就

労
1
回

・
起

業
1
回

・
就

農
1
回

の
計

3
回

）
　

【
就

労
】
「
女

性
の

た
め

の
就

労
支

援
講

座
「
ご

縁
と

チ
ャ

ン
ス

を
引

き
寄

せ
よ

う
！

ビ
ジ

ネ
ス

マ
ナ

ー
＆

メ
イ

ク
」
」
　

参
加

人
数

2
6
名

　
【
起

業
】
「
女

性
の

た
め

の
起

業
支

援
講

座
「
カ

フ
ェ

の
先

輩
と

話
そ

う
！

カ
フ

ェ
・
飲

食
店

を
開

く
第

一
歩

を
踏

み
出

す
き

っ
か

け
づ

く
り

」
」
参

加
人

数
1
5
名

　
【
就

農
】
「
女

性
の

た
め

の
農

業
入

門
講

座
」
　

参
加

人
数

2
1
名

・
入

門
編

で
あ

る
本

講
座

か
ら

各
分

野
の

支
援

窓
口

へ
つ

な
ぐ

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

・
講

座
の

実
施

に
あ

た
り

、
各

種
団

体
や

庁
内

関
係

課
と

連
携

し
、

各
支

援
窓

口
や

イ
ベ

ン
ト
情

報
等

の
収

集
を

行
い

、
次

の
ス

テ
ッ

プ
と

し
て

参
加

者
に

情
報

提
供

し
ま

す
。

・
ま

た
、

講
座

開
催

に
係

る
チ

ラ
シ

を
関

係
団

体
等

に
配

布
す

る
際

に
は

、
下

部
団

体
へ

の
周

知
が

い
き

わ
た

る
よ

う
余

裕
を

も
っ

て
通

知
す

る
と

と
も

に
、

県
が

実
施

す
る

イ
ベ

ン
ト
や

講
座

な
ど

様
々

な
機

会
に

お
い

て
配

布
す

る
ほ

か
、

ち
ば

男
女

共
同

参
画

情
報

ネ
ッ

ト
や

県
公

式
X

（
旧

T
w

it
te

r）
等

も
活

用
し

、
現

状
の

参
加

者
層

を
維

持
し

つ
つ

も
幅

広
い

年
齢

層
（
特

に
若

年
層

）
へ

周
知

・
働

き
か

け
を

行
い

ま
す

。

施
策

１
　

農
林

水
産

業
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

推
進

関
係

指
標

―

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

６
年

度

2
9
5
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

2
6
7
(事

業
N

o
.6

4
の

一
部

再
掲

)

施
策

の
方

向
④

　
農

林
水

産
業

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
促

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
１

　
労

働
の

場
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

女
性

リ
ー

ダ
ー

養
成

講
座

（
女

性
の

た
め

の
就

農
支

援
講

座
）
の

開
催

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

23
5

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

0

・
人

権
に

つ
い

て
の

正
し

い
知

識
と

理
解

が
深

ま
る

よ
う

、
県

内
の

企
業

・
学

校
等

に
対

し
、

人
権

啓
発

D
V

D
の

貸
出

し
を

行
い

ま
す

。

・
人

権
に

つ
い

て
の

正
し

い
知

識
と

理
解

が
深

ま
る

よ
う

、
県

内
の

企
業

・
学

校
等

に
対

し
、

人
権

啓
発

D
V

D
の

貸
出

し
を

行
い

ま
し

た
。

　
Ｄ

Ｖ
Ｄ

貸
出

し
件

数
：
3
9
件

（
7
4
本

）
（
人

権
全

般
）

・
利

用
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

定
期

的
に

新
し

い
D

V
D

の
導

入
を

し
て

ほ
し

い
な

ど
の

声
が

寄
せ

ら
れ

ま
し

た
。

・
随

時
、

社
会

情
勢

に
合

わ
せ

、
人

権
啓

発
D

V
D

の
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
を

更
新

し
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

　
施

策
１

　
学

校
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
や

人
権

教
育

の
啓

発
・
推

進
関

係
指

標
学

校
教

育
の

場
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合

令
和

６
年

度

30
0

　
施

策
の

方
向

①
　

学
校

教
育

・
社

会
教

育
等

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
啓

発
・
推

進
重

点
的

取
組

―

　
基

本
目

標
Ⅲ

　
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

基
盤

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
　

基
本

的
な

課
題

９
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
教

育
・
学

習
の

充
実

啓
発

用
Ｄ

Ｖ
Ｄ

の
貸

出
し

(再
掲

)
担

当
課

健
康

福
祉

部
健

康
福

祉
政

策
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

23
6

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

1,
42

6

・
人

権
啓

発
・
教

育
に

関
し

指
導

的
な

立
場

の
人

を
対

象
と

し
て

、
必

要
な

知
識

と
技

能
を

修
得

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

、
人

権
啓

発
指

導
者

養
成

講
座

事
業

を
実

施
し

ま
す

。

・
令

和
6
年

1
1
月

に
人

権
啓

発
指

導
者

養
成

講
座

(短
期

集
中

型
の

2
講

座
)を

開
催

し
、

人
権

啓
発

の
リ

ー
ダ

ー
的

存
在

と
な

る
人

権
啓

発
指

導
者

を
養

成
し

ま
し

た
。

　
延

べ
参

加
者

数
：
1
8
4
人

・
事

業
の

実
施

に
つ

い
て

、
各

市
町

村
教

育
委

員
会

、
県

内
各

学
校

に
周

知
し

、
学

校
教

育
関

係
者

か
ら

も
参

加
を

得
ま

し
た

。

・
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

「
教

育
に

お
け

る
人

権
や

高
齢

者
・
介

護
事

業
者

の
人

権
に

つ
い

て
聞

い
て

み
た

い
」
と

い
っ

た
声

が
寄

せ
ら

れ
ま

し
た

。

・
社

会
情

勢
に

合
わ

せ
、

企
画

の
選

定
を

行
い

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

　
施

策
１

　
学

校
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
や

人
権

教
育

の
啓

発
・
推

進
関

係
指

標
学

校
教

育
の

場
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合

令
和

６
年

度

1,
68

7

　
施

策
の

方
向

①
　

学
校

教
育

・
社

会
教

育
等

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
啓

発
・
推

進
重

点
的

取
組

―

　
基

本
目

標
Ⅲ

　
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

基
盤

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
　

基
本

的
な

課
題

９
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
教

育
・
学

習
の

充
実

人
権

啓
発

指
導

者
養

成
講

座
の

実
施

担
当

課
健

康
福

祉
部

健
康

福
祉

政
策

課

164



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

23
7

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

20
,8

08

児
童

生
徒

が
発

達
段

階
に

応
じ

て
、

男
女

の
平

等
や

男
女

相
互

の
理

解
と

協
力

の
重

要
性

、
性

の
多

様
性

等
に

つ
い

て
の

正
し

い
理

解
と

認
識

を
深

め
ら

れ
る

よ
う

、
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

と
も

連
携

を
図

り
な

が
ら

初
任

者
研

修
、

学
校

人
権

教
育

指
導

者
研

修
等

、
教

科
、

道
徳

、
特

別
活

動
に

関
わ

る
研

修
を

計
画

し
、

実
施

す
る

と
と

も
に

、
信

頼
さ

れ
る

質
の

高
い

教
職

員
の

育
成

を
念

頭
に

「
千

葉
県

・
千

葉
市

教
員

等
育

成
指

標
」
及

び
「
千

葉
県

教
職

員
研

修
体

系
」
の

趣
旨

を
生

か
し

、
教

職
員

研
修

の
充

実
を

図
り

ま
す

。

・
県

作
成

の
道

徳
の

映
像

教
材

や
実

践
事

例
集

の
活

用
を

促
進

す
る

等
、

道
徳

の
授

業
の

一
層

の
充

実
が

図
ら

れ
て

い
ま

す
。

・
人

権
教

育
に

関
す

る
研

修
を

５
講

座
、

道
徳

に
関

す
る

研
修

を
５

講
座

、
性

に
関

す
る

指
導

の
研

修
を

３
講

座
、

そ
れ

ぞ
れ

実
施

し
、

教
員

の
資

質
向

上
を

図
り

ま
し

た
。

・
人

権
教

育
の

普
及

啓
発

の
た

め
に

、
本

事
業

は
、

必
然

的
に

継
続

し
て

い
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

事
業

の
一

つ
で

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

研
修

会
に

参
加

し
た

者
が

ど
の

よ
う

に
広

め
て

い
く

か
が

課
題

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。

・
研

修
に

参
加

し
た

教
員

に
よ

る
、

本
事

業
の

伝
達

・
普

及
に

つ
い

て
も

研
修

の
中

で
言

及
す

る
等

、
毎

年
行

っ
て

い
る

研
修

事
業

総
合

計
画

の
見

直
し

の
中

で
内

容
に

つ
い

て
検

討
し

、
県

総
合

教
育

セ
ン

タ
ー

と
連

携
を

図
り

な
が

ら
研

修
の

一
層

の
充

実
を

図
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

　
施

策
１

　
学

校
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
や

人
権

教
育

の
啓

発
・
推

進
関

係
指

標
学

校
教

育
の

場
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合

令
和

６
年

度

31
,7

24

　
施

策
の

方
向

①
　

学
校

教
育

・
社

会
教

育
等

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
啓

発
・
推

進
重

点
的

取
組

該
当

な
し

　
基

本
目

標
Ⅲ

　
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

基
盤

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
　

基
本

的
な

課
題

９
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
教

育
・
学

習
の

充
実

教
科

、
道

徳
、

特
別

活
動

等
の

教
職

員
研

修
の

実
施

担
当

課
学

習
指

導
課

165



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

23
8

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

18
0

・
全

県
的

な
人

権
教

育
の

推
進

を
図

る
た

め
、

学
校

人
権

教
育

研
究

協
議

会
を

開
催

し
ま

す
。

内
訳

は
、

市
町

村
教

育
委

員
会

の
人

権
教

育
担

当
者

を
対

象
と

し
た

「
全

体
協

議
会

」
、

教
育

事
務

所
ご

と
に

公
立

幼
稚

園
、

認
定

こ
ど

も
園

、
小

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

の
管

理
職

及
び

人
権

教
育

担
当

者
（
隔

年
で

交
代

）
を

対
象

と
す

る
「
地

区
別

協
議

会
」
、

高
等

学
校

の
管

理
職

及
び

人
権

教
育

担
当

者
（
隔

年
で

交
代

）
を

対
象

と
す

る
高

等
学

校
協

議
会

等
を

開
催

し
ま

す
。

教
育

事
務

所
の

人
権

教
育

担
当

指
導

主
事

を
対

象
と

し
た

「
担

当
指

導
主

事
協

議
会

」
、

人
権

教
育

推
進

校
２

５
校

の
人

権
教

育
担

当
者

を
対

象
と

し
た

「
推

進
校

協
議

会
」
を

そ
れ

ぞ
れ

年
５

回
開

催
し

ま
す

。

・
す

べ
て

の
協

議
会

に
お

い
て

、
千

葉
県

人
権

施
策

基
本

指
針

に
挙

げ
ら

れ
た

個
別

の
人

権
課

題
を

取
り

上
げ

た
研

修
を

行
い

ま
し

た
。

「
外

国
人

」
、

「
障

害
者

」
、

「
L
G

B
T

Q
」
な

ど
の

人
権

に
つ

い
て

も
取

り
上

げ
、

法
令

や
実

例
な

ど
を

紹
介

し
な

が
ら

、
学

校
で

児
童

生
徒

が
安

心
し

て
生

活
で

き
る

よ
う

、
教

育
行

政
担

当
者

や
学

校
の

人
権

担
当

者
へ

の
啓

発
を

行
い

ま
し

た
。

・
新

た
な

人
権

課
題

へ
の

対
応

と
、

そ
れ

ら
に

対
す

る
主

体
的

な
協

議
の

実
現

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

・
受

講
者

の
要

望
に

沿
っ

た
課

題
か

ら
、

講
師

を
選

定
し

講
演

を
設

定
し

ま
す

。
・
実

践
的

な
研

修
や

協
議

を
導

入
し

ま
し

た
。

・
「
千

葉
県

多
様

性
が

尊
重

さ
れ

誰
も

が
活

躍
で

き
る

社
会

の
形

成
の

推
進

に
関

す
る

条
例

」
が

施
行

さ
れ

、
こ

れ
ま

で
以

上
に

人
権

教
育

の
推

進
が

求
め

ら
れ

ま
す

。
社

会
人

権
と

連
携

し
て

、
学

校
人

権
教

育
及

び
社

会
人

権
教

育
の

啓
発

に
努

め
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

学
校

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

や
人

権
教

育
の

啓
発

・
推

進
関

係
指

標
学

校
教

育
の

場
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合

令
和

６
年

度

18
0

施
策

の
方

向
①

　
学

校
教

育
・
社

会
教

育
等

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
啓

発
・
推

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

９
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
教

育
・
学

習
の

充
実

学
校

人
権

教
育

研
究

協
議

会
（
全

体
・
地

区
別

・
高

等
学

校
・
推

進
校

・
担

当
指

導
主

事
）
の

開
催

（
再

掲
）

担
当

課
(教

)児
童

生
徒

安
全

課

166



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

23
9

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

0

・
人

権
教

育
の

目
標

、
千

葉
県

学
校

人
権

教
育

の
推

進
目

標
・
重

点
事

項
、

人
権

教
育

の
概

要
、

千
葉

県
人

権
施

策
基

本
指

針
に

基
づ

い
た

個
別

の
人

権
課

題
等

に
つ

い
て

掲
載

し
た

資
料

を
作

成
し

、
県

内
公

立
幼

稚
園

、
認

定
こ

ど
も

園
、

小
学

校
、

中
学

校
、

義
務

教
育

学
校

、
高

等
学

校
、

特
別

支
援

学
校

の
全

教
職

員
に

デ
ー

タ
配

付
を

し
ま

し
た

。

・
令

和
6
年

度
に

作
成

し
た

第
4
5
集

で
は

、
令

和
6
年

3
月

に
発

表
さ

れ
た

「
人

権
教

育
の

指
導

方
法

等
の

在
り

方
に

つ
い

て
〔
第

三
次

と
り

ま
と

め
〕
策

定
以

降
の

補
足

資
料

」
の

概
要

と
、

喫
緊

の
課

題
と

な
っ

て
い

る
人

権
課

題
に

つ
い

て
、

対
応

ポ
イ

ン
ト
の

掲
載

や
、

二
次

元
コ

ー
ド

を
用

い
て

詳
細

な
資

料
や

研
修

動
画

が
掲

載
さ

れ
て

い
る

場
所

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

よ
う

に
し

ま
し

た
。

・
配

付
対

象
が

、
幼

稚
園

か
ら

高
等

学
校

、
特

別
支

援
学

校
の

教
職

員
の

た
め

、
対

象
を

絞
っ

た
記

述
と

な
っ

て
い

ま
す

。

・
国

の
施

策
を

注
視

し
、

学
校

現
場

で
人

権
教

育
が

推
進

さ
れ

る
よ

う
作

成
し

ま
す

。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

学
校

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

や
人

権
教

育
の

啓
発

・
推

進
関

係
指

標
学

校
教

育
の

場
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合

令
和

６
年

度

0

施
策

の
方

向
①

　
学

校
教

育
・
社

会
教

育
等

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
啓

発
・
推

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

９
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
教

育
・
学

習
の

充
実

学
校

人
権

教
育

指
導

資
料

の
作

成
（
再

掲
）

担
当

課
(教

)児
童

生
徒

安
全

課

167



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

24
0

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

0

・
千

葉
県

教
育

委
員

会
研

究
指

定
校

事
業

（
人

権
教

育
）
に

お
い

て
、

県
立

君
津

高
等

学
校

を
研

究
校

に
指

定
し

ま
し

た
。

当
該

校
は

「
保

護
者

や
生

徒
へ

の
人

権
教

育
の

啓
発

」
と

い
う

主
題

で
２

年
間

、
調

査
研

究
を

行
い

ま
し

た
。

１
年

目
の

令
和

５
年

度
末

に
中

間
報

告
と

し
て

、
「
研

究
状

況
報

告
書

」
の

提
出

、
２

年
目

に
は

、
「
令

和
６

年
度

学
校

人
権

教
育

研
究

協
議

会
高

等
学

校
協

議
会

」
で

の
実

践
報

告
を

行
い

ま
し

た
。

・
生

徒
を

対
象

に
「
い

じ
め

防
止

」
を

主
題

と
し

た
「
人

権
集

会
」
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
生

徒
を

対
象

に
、

道
徳

の
授

業
を

通
し

て
、

副
読

本
も

活
用

し
な

が
ら

「
自

他
を

認
め

合
う

」
こ

と
の

大
切

さ
を

考
え

さ
せ

る
時

間
を

多
く

設
定

し
た

（
全

学
年

通
年

）
と

こ
ろ

、
生

徒
間

の
協

調
性

が
深

ま
り

ま
し

た
。

・
職

員
研

修
で

は
、

教
頭

・
担

当
教

諭
が

中
心

と
な

り
、

「
組

織
で

取
り

組
む

人
権

教
育

推
進

の
在

り
方

」
に

つ
い

て
学

び
、

指
導

を
振

り
返

り
ま

し
た

。

外
国

に
ル

ー
ツ

を
も

つ
生

徒
や

障
が

い
を

も
つ

生
徒

な
ど

、
支

援
を

必
要

と
す

る
生

徒
の

存
在

を
視

野
に

い
れ

た
取

組
を

実
施

し
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

保
護

者
へ

の
よ

り
実

践
的

か
つ

具
体

的
な

啓
発

活
動

を
実

施
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

支
援

を
必

要
と

す
る

生
徒

に
つ

い
て

は
、

特
別

支
援

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

と
の

連
携

を
進

め
て

い
き

ま
す

。
保

護
者

へ
の

啓
発

活
動

に
つ

い
て

は
、

同
和

教
育

L
H

R
へ

の
参

加
呼

び
掛

け
、

生
徒

用
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

プ
リ

ン
ト
の

保
護

者
向

け
配

付
（
保

護
者

向
け

通
信

）
な

ど
を

進
め

て
い

き
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

学
校

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

や
人

権
教

育
の

啓
発

・
推

進
関

係
指

標
学

校
教

育
の

場
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合

令
和

６
年

度

0

施
策

の
方

向
①

　
学

校
教

育
・
社

会
教

育
等

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
啓

発
・
推

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

９
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
教

育
・
学

習
の

充
実

学
校

人
権

教
育

研
究

指
定

校
事

業
の

実
施

（
再

掲
）

担
当

課
(教

)児
童

生
徒

安
全

課

168
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画
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ー
ト

）
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N

o
.

24
1

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

0

・
各

学
校

が
、

学
校

に
お

け
る

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
に

関
す

る
実

態
を

把
握

し
、

効
果

的
に

防
止

策
を

講
じ

、
安

心
・
安

全
な

、
よ

り
よ

い
学

校
環

境
を

つ
く

る
こ

と
を

目
指

す
。

・
令

和
６

年
１

２
月

２
日

（
月

）
か

ら
令

和
７

年
１

月
３

１
日

（
金

）
ま

で
を

期
間

と
し

て
、

千
葉

市
立

学
校

を
除

く
す

べ
て

の
公

立
学

校
児

童
生

徒
及

び
職

員
を

対
象

に
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
を

図
る

た
め

の
実

態
調

査
を

実
施

し
ま

し
た

。
・
令

和
６

年
度

に
お

け
る

、
セ

ク
ハ

ラ
と

感
じ

不
快

で
あ

っ
た

と
回

答
し

た
職

員
の

人
数

は
、

令
和

５
年

度
の

６
６

人
か

ら
７

６
人

に
、

１
０

人
増

加
し

ま
し

た
が

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
を

そ
の

ま
ま

に
せ

ず
、

相
談

で
き

る
環

境
づ

く
り

が
進

ん
で

い
る

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
。

・
調

査
結

果
は

、
各

学
校

及
び

市
町

村
教

育
委

員
会

へ
通

知
す

る
と

と
も

に
、

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
て

公
表

し
ま

す
。

・
平

成
1
6
年

度
の

調
査

開
始

時
点

か
ら

考
え

る
と

、
児

童
生

徒
・
職

員
と

も
に

、
セ

ク
ハ

ラ
と

感
じ

不
快

で
あ

っ
た

と
回

答
し

た
人

数
は

減
少

傾
向

に
あ

り
ま

す
が

、
令

和
６

年
度

に
お

け
る

、
セ

ク
ハ

ラ
と

感
じ

不
快

で
あ

っ
た

と
回

答
し

た
児

童
生

徒
の

人
数

は
、

令
和

５
年

度
の

４
０

２
人

か
ら

５
１

７
人

に
、

１
１

５
人

増
加

し
て

お
り

、
児

童
生

徒
や

保
護

者
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
に

対
す

る
意

識
の

向
上

に
伴

い
、

今
後

も
、

学
校

に
お

け
る

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
の

根
絶

に
向

け
て

、
継

続
的

な
取

組
が

必
要

だ
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

・
相

談
窓

口
の

設
置

等
に

よ
り

、
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

早
期

発
見

に
努

め
る

と
と

も
に

、
初

期
対

応
フ

ロ
ー

や
専

門
家

の
協

力
を

得
た

調
査

等
に

よ
り

、
事

案
に

応
じ

て
迅

速
に

対
応

で
き

る
体

制
の

充
実

を
図

り
ま

す
。

・
各

学
校

に
対

し
、

本
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
「
教

職
員

の
服

務
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
令

和
７

年
７

月
改

訂
）
」
等

を
活

用
し

、
職

員
が

児
童

生
徒

の
人

格
を

尊
重

し
た

言
動

及
び

対
応

を
行

い
、

児
童

生
徒

の
安

全
を

守
る

た
め

の
行

動
が

と
れ

る
よ

う
、

職
員

の
意

識
改

革
を

進
め

て
る

こ
と

を
求

め
て

い
き

ま
す

。
・
引

き
続

き
、

児
童

生
徒

に
対

し
セ

ク
ハ

ラ
相

談
窓

口
の

周
知

及
び

パ
ン

フ
レ

ッ
ト
等

を
活

用
し

啓
発

を
図

る
と

と
も

に
、

相
談

す
る

こ
と

の
大

切
さ

や
人

権
意

識
を

よ
り

深
め

る
よ

う
指

導
し

て
い

き
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

学
校

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

や
人

権
教

育
の

啓
発

・
推

進
関

係
指

標
学

校
教

育
の

場
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合

令
和

６
年

度

0

施
策

の
方

向
①

　
学

校
教

育
・
社

会
教

育
等

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
啓

発
・
推

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

９
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
教

育
・
学

習
の

充
実

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
に

関
す

る
実

態
調

査
の

実
施

担
当

課
(教

)教
職

員
課

169



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

24
2

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

0

・
最

新
の

動
向

を
踏

ま
え

て
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
を

含
め

た
各

種
資

料
を

、
千

葉
市

を
除

く
各

公
立

学
校

に
配

付
し

、
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

根
絶

に
向

け
た

取
組

を
進

め
、

安
心

・
安

全
な

学
校

環
境

づ
く

り
を

目
指

し
ま

す
。

・
令

和
６

年
７

月
２

４
日

に
、

千
葉

市
を

除
く

各
公

立
学

校
に

啓
発

ポ
ス

タ
ー

「
性

暴
力

か
な

と
思

っ
た

と
き

は
・
・
・
ひ

と
り

で
悩

ま
ず

相
談

し
て

く
だ

さ
い

」
を

配
付

し
、

教
職

員
、

児
童

生
徒

及
び

保
護

者
に

児
童

生
徒

性
暴

力
等

に
成

り
得

る
言

動
を

伝
え

、
相

談
窓

口
を

周
知

す
る

よ
う

通
知

し
ま

し
た

。
ま

た
、

令
和

７
年

３
月

２
８

日
に

は
、

「
教

職
員

の
服

務
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

改
訂

し
、

千
葉

市
を

除
く

各
公

立
学

校
に

配
付

し
ま

し
た

。

・
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
の

根
絶

に
向

け
た

取
組

を
進

め
、

安
心

・
安

全
な

学
校

環
境

づ
く

り
を

目
指

す
た

め
に

、
各

種
資

料
の

活
用

を
、

継
続

的
に

、
各

学
校

に
働

き
か

け
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
ま

す
。

・
各

種
資

料
を

よ
り

効
果

的
に

活
用

し
た

参
加

型
研

修
の

実
施

や
、

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
根

絶
に

向
け

た
啓

発
等

に
よ

り
、

職
責

の
重

要
性

に
対

す
る

自
覚

を
高

め
、

よ
り

一
層

、
人

権
に

配
慮

し
た

対
応

を
指

導
し

て
い

き
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

　
施

策
８

　
セ

ク
シ

ュ
ア

ル
ハ

ラ
ス

メ
ン

ト
防

止
に

関
す

る
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

配
付

関
係

指
標

職
場

等
の

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
を

人
権

侵
害

と
感

じ
る

者
の

割
合

（
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
て

の
県

民
意

識
調

査
）

令
和

６
年

度

0

　
施

策
の

方
向

①
　

学
校

教
育

・
社

会
教

育
等

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
啓

発
・
推

進
重

点
的

取
組

　
基

本
目

標
Ⅲ

　
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
た

基
盤

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
　

基
本

的
な

課
題

９
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
教

育
・
学

習
の

充
実

セ
ク

シ
ュ

ア
ル

ハ
ラ

ス
メ

ン
ト
防

止
に

関
す

る
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
の

配
付

担
当

課
教

育
振

興
部

教
職

員
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

24
3

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と
成

果
及

び
指

標
へ

の
貢

献
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標
へ

の
影

響
(※

))

取
組

推
進

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
や

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

問
題

点
を

踏
ま

え
た

課
題

等
(※

))

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て
の

課
題

を
踏

ま
え

た
具

体
的

な
取

組
(※

))

0

・
男

女
共

同
参

画
の

理
解

促
進

を
目

的
と

し
、

県
職

員
・
教

職
員

に
対

す
る

研
修

を
は

じ
め

、
市

町
村

や
企

業
、

各
種

団
体

な
ど

の
依

頼
に

よ
り

、
県

職
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
ま

す
。

・
令

和
6
年

度
は

農
業

共
済

組
合

の
依

頼
を

受
け

、
女

性
活

躍
推

進
の

必
要

性
や

、
男

女
共

同
参

画
の

推
進

に
係

る
国

や
県

の
取

組
に

つ
い

て
、

役
員

研
修

会
に

て
県

職
員

が
講

演
を

行
い

ま
し

た
。

・
男

女
共

同
参

画
社

会
の

実
現

に
向

け
て

、
幅

広
い

層
に

、
男

女
共

同
参

画
の

現
状

や
千

葉
県

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
十

分
に

理
解

し
て

も
ら

う
こ

と
が

必
要

で
す

。

・
引

き
続

き
、

県
職

員
・
教

職
員

に
対

す
る

研
修

を
は

じ
め

、
市

町
村

や
企

業
、

各
種

団
体

な
ど

の
依

頼
に

よ
り

、
県

職
員

を
講

師
と

し
て

派
遣

し
、

男
女

共
同

参
画

の
理

解
促

進
を

図
っ

て
い

き
ま

す
。

（
※

）
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 「

関
係

指
標

」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

施
策

１
　

学
校

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

や
人

権
教

育
の

啓
発

・
推

進
関

係
指

標
学

校
教

育
の

場
で

男
女

の
地

位
が

平
等

と
な

っ
て

い
る

と
思

う
人

の
割

合

令
和

６
年

度

0

施
策

の
方

向
①

　
学

校
教

育
・
社

会
教

育
等

に
お

け
る

男
女

共
同

参
画

の
啓

発
・
推

進
重

点
的

取
組

―

基
本

目
標

Ⅲ
　

男
女

共
同

参
画

社
会

の
実

現
に

向
け

た
基

盤
づ

く
り

基
本

的
な

課
題

基
本

的
な

課
題

９
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

立
っ

た
教

育
・
学

習
の

充
実

男
女

共
同

参
画

の
推

進
に

つ
い

て
の

出
前

講
座

の
実

施
（
再

掲
）

担
当

課
総

合
企

画
部

多
様

性
社

会
推

進
課
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第５次千葉県男女共同参画計画 

関係事業 
令和６年度予算額・決算額 

及び 
令和６年度・令和７年度 

当初予算額比較 

 

 

 



 



（単位：千円）

２月補正予算額 内再掲 決算額 内再掲

Ⅰ 353,586,538 225,361 238,976,003 218,320

1 労働の場における男女共同参画の促進 341,265,502 216,062 228,860,026 211,033

①ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の普及促進 146,567 94,241 140,111 89,966

②雇用の分野における男女共同参画の促進 23,388 6,944 22,570 6,850

③誰もが健康で安心して働ける環境の整備 42,351 14,187 39,704 13,641

④農林水産業における男女共同参画の促進 9,759 295 7,519 267

⑤自営業者、家族従業者、起業家等に対する支援 340,016,855 295 227,814,837 267

⑥意欲と能力を生かす再就職に向けた支援 926,777 295 735,510 267

⑦多様な働き方に対する支援 99,805 99,805 99,775 99,775

2 ライフステージに応じた男女共同参画の促進 12,314,408 2,671 10,109,678 988

①子育て・介護への支援 11,997,081 2,560 9,795,265 880

②家庭生活における男女共同参画の促進 1,225 111 850 108

③地域活動における男女共同参画の促進 316,102 0 313,563 0

3 政策・方針決定過程における男女共同参画の促進 6,628 6,628 6,299 6,299

①政策・方針決定過程への男女共同参画の促進 6,221 6,221 5,929 5,929

②女性の能力発揮への支援 407 407 370 370

Ⅱ 15,375,126 30,194 11,707,379 27,390

4 あらゆる暴力の根絶と人権の尊重 2,766,826 4,905 2,460,359 3,052

①DV・児童虐待(しつけと称する体罰含)等あらゆる暴力の根絶と被害者への支
援

613,799 2,560 407,677 880

②性に起因する人権侵害を許さない社会環境づくり 554,951 2,257 457,738 2,079

③メディアにおける女性や子どもの人権への配慮 1,598,076 88 1,594,944 93

5 誰もが安心して暮らせる環境の整備 4,890,441 1,177 2,429,580 746

①ひとり親家庭等様々な困難な状況に置かれている人々への対応 2,452,811 0 2,027,069 0

②高齢者・障害者の自立に向けた支援 163,972 0 157,789 0

③外国人・障害者・高齢者等が安心して暮らせる環境づくり 2,273,658 1,177 244,722 746

6 生涯を通じた健康づくりの促進 7,649,495 24,000 6,773,140 23,490

①生涯を通じた男女の健康支援の推進 456,561 0 401,107 0

②妊娠・出産等に関する健康支援 7,192,934 24,000 6,372,033 23,490

7 防災・復興における男女共同参画の促進 68,364 112 44,300 102

①防災・復興における男女共同参画の視点を取り入れた取組の促進 64,509 112 42,636 102

②消防・防災活動における女性の活躍促進 3,855 0 1,664 0

Ⅲ 1,284,752 31,649 1,167,200 28,587

8 男女共同参画への意識づくり 38,636 31,169 34,857 28,407

①あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進 34,970 31,169 31,221 28,407

②男女共同参画に関する調査研究、情報の収集・整備・提供 3,666 0 3,636 0

9 男女共同参画の視点に立った教育・学習の充実 1,246,116 480 1,132,343 180

①学校教育・社会教育等における男女共同参画の啓発・推進 1,231,145 480 1,124,230 180

②多様な選択を可能にし、個性を伸ばす教育・学習の充実 14,971 0 8,113 0

370,246,416 287,204 251,850,582 274,297

Ａ　小計（再掲を除いた合計） 369,959,212 251,576,285

10,920 10,164 7,013 6,398

10,920 10,164 7,013 6,398

Ｂ　小計（再掲を除いた合計） 756 615

※再掲の欄の金額については，他の項目に重複して掲載されている事業について記載してあります。

男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり

計

Ⅳ　推進体制

推進体制

計

総計（Ａ＋Ｂ） 369,959,968 251,576,900

安全・安心に暮らせる社会づくり

Ⅴ　第５次千葉県男女共同参画計画関係事業　令和6年度予算額・決算額

令和6年度

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
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（単位：千円）

当初予算額 内再掲 当初予算額 内再掲

Ⅰ 310,596,859 138,170 351,692,683 115,921

1 労働の場における男女共同参画の促進 301,656,039 123,313 341,641,682 109,633

①ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の普及促進 71,801 8,650 58,918 4,068

②雇用の分野における男女共同参画の促進 30,548 13,166 20,075 4,068

③誰もが健康で安心して働ける環境の整備 31,416 0 27,296 0

④農林水産業における男女共同参画の促進 12,140 564 10,343 564

⑤自営業者、家族従業者、起業家等に対する支援 300,017,124 564 340,020,124 564

⑥意欲と能力を生かす再就職に向けた支援 1,393,205 564 1,405,121 564

⑦多様な働き方に対する支援 99,805 99,805 99,805 99,805

2 ライフステージに応じた男女共同参画の促進 8,928,732 2,769 10,043,995 0

①子育て・介護への支援 8,530,242 2,560 9,746,960 0

②家庭生活における男女共同参画の促進 1,941 209 1,732 0

③地域活動における男女共同参画の促進 396,549 0 295,303 0

3 政策・方針決定過程における男女共同参画の促進 12,088 12,088 7,006 6,288

①政策・方針決定過程への男女共同参画の促進 11,370 11,370 6,288 6,288

②女性の能力発揮への支援 718 718 718 0

Ⅱ 14,613,564 29,221 20,265,100 27,666

4 あらゆる暴力の根絶と人権の尊重 3,400,892 4,521 2,568,168 3,120

①DV・児童虐待(しつけと称する体罰含)等あらゆる暴力の根絶と被害者への支援 868,840 2,560 645,447 2,560

②性に起因する人権侵害を許さない社会環境づくり 772,441 1,961 558,112 560

③メディアにおける女性や子どもの人権への配慮 1,759,611 0 1,364,609 0

5 誰もが安心して暮らせる環境の整備 2,857,828 546 9,370,503 546

①ひとり親家庭等様々な困難な状況に置かれている人々への対応 2,325,713 0 2,017,733 0

②高齢者・障害者の自立に向けた支援 207,583 0 199,281 0

③外国人・障害者・高齢者等が安心して暮らせる環境づくり 324,532 546 7,153,489 546

6 生涯を通じた健康づくりの促進 8,257,506 24,000 8,202,827 24,000

①生涯を通じた男女の健康支援の推進 488,784 0 455,998 0

②妊娠・出産等に関する健康支援 7,768,722 24,000 7,746,829 24,000

7 防災・復興における男女共同参画の促進 97,338 154 123,602 0

①防災・復興における男女共同参画の視点を取り入れた取組の促進 94,033 154 119,747 0

②消防・防災活動における女性の活躍促進 3,305 0 3,855 0

Ⅲ 1,357,606 39,246 1,282,158 27,037

8 男女共同参画への意識づくり 43,447 38,605 36,963 25,880

①あらゆる人々にとっての男女共同参画の推進 42,900 38,605 33,002 25,880

②男女共同参画に関する調査研究、情報の収集・整備・提供 547 0 3,961 0

9 男女共同参画の視点に立った教育・学習の充実 1,314,159 641 1,245,195 1,157

①学校教育・社会教育等における男女共同参画の啓発・推進 1,296,919 641 1,230,495 1,157

②多様な選択を可能にし、個性を伸ばす教育・学習の充実 17,240 0 14,700 0

326,568,029 206,637 373,239,941 170,624

Ａ　小計（再掲を除いた合計） 326,361,392 373,069,317

17,784 16,290 6,275 4,126

17,784 16,290 6,275 4,126

Ｂ　小計（再掲を除いた合計） 1,494 2,149

Ⅳ　推進体制

Ⅵ　第５次千葉県男女共同参画計画関係事業　令和6年度・7年度　予算額比較

令和7年度 令和6年度

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり

安全・安心に暮らせる社会づくり

男女共同参画社会の実現に向けた基盤づくり

計

推進体制

計

総計（Ａ＋Ｂ） 326,362,886 373,071,466
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事業内容 R６年度　実施結果
R７年度　実施状況

（令和８年１月末現在）

一般相談

（電話）
　火～日曜日　9:30～16:00
（面接）
　電話相談のあと、希望に応じて受付

実施
相談件数　５，３５８件

実施
相談件数　４，８８０件

専門相談
（予約制）

（カウンセリング）
　面接相談のあと、希望に応じて受付
（法律相談）
　毎月第４木曜日　13:00～16:00
(こころの相談）
　毎月第３火曜日　13:00～16:00

実施
相談件数　３９４件

実施
相談件数　３０１件

一般相談
（電話）
　火・水曜日　16:00～20:00
　土曜日　　 　12:30～16:30

実施
相談件数　６８５件

実施
相談件数　５２６件

専門相談
（予約制）

（カウンセリング）
　電話相談のあと、希望に応じて受付

実施
相談件数　９８件

実施
相談件数　９０件

ＤＶ被害者の心の回復を図り、自分らしい生活を
取り戻すことができるよう、同じような体験をしたＤ
Ｖ被害者や支援者との交流の場を提供するととも
に、法律や就職講座など自立を支援する講座を
実施する。

実施
講座　５回
延べ参加人数３３名

実施
講座　５回
当日配信１回
後日配信３回　３/３１まで集計中
対面講座３回　参加者１名

男女共同参画を推進するため、千葉県男女共同
参画センターの事業や男女共同参画に関する情
報等を掲載した情報誌「ｅパートナーちば」を発行
する。

8,500部×2回 8,500部×2回

　社会経済情勢の変化に対応したテーマを設定
し、講演会等を実施するほか、民間団体や、地域
で活躍する女性、大学によるワークショップ等を実
施し、県民が楽しみながら男女共同参画への理
解を深め、民間における取組促進を図る。

講演会参加人数230名
ワークショップ
参加人数　395名

トークショー参加人数240名
ワークショップ
参加人数  296名

男女共同参画に関する情報、センター事業内容、
講座情報及びイベント情報等をホームページに随
時掲載し、県民に情報を提供する。

通年 通年

地域活動又は政策・方針決定過程の場などにお
いて、自らの能力を十分に発揮し、男女共同参画
の視点をもって活躍する女性人材を養成すること
を目的に講座を実施する。

実施　５回
（内1回動画配信）
延べ参加人数３４７名
（内動画再生数　２８５
回）

2/1 起業支援講座
2/20就農支援講座
2/26就労支援講座
12/4～3/17防災オンライン講
座

企業、大学との連携セミナー、地域団体等との連
携セミナーを実施する。

企業との連携セミナー
　２回２９名
大学との連携セミナー　４３名
地域団体との連携セミナー　２
８名
日本政策金融公庫とのセミ
ナー　２回２５名

企業との連携セミナー２回
2/25,2/28　実施予定
日本政策金融公庫とのセミナー２回
2/12,2/27実施予定
大学との連携事業並びに
地域団体との連携セミナーの２事業
は、県民フェスタ参加者数に含む

民間団体等との連携・協働の下、地域における男
女共同参画を推進するため、団体等間の自主的
な交流や幅広いネットワークづくりを進めていく。

通年 通年

千葉県男女共同参画センターが管理する会議室
を男女共同参画に関する会議、研修、交流等の
ために貸し出す。

通年 通年

男女共同参画に関する図書・DVD、行政資料等を
収集・整理し、情報コーナーにおいて貸出又は閲
覧に供する。

蔵書 約９，０００冊 蔵書 約９，０００冊

各種講座

女性リーダー養成
講座

（４）交流・活動支援事業

男女共同参画関
係団体・グループ
間の交流促進支
援

会議室の貸出

（５）情報収集・提供事業

情報の収集・提供

（２）広報・啓発事業

情報誌の発行

ホームページ等
による広報・啓発

（３）学習・研修事業

男女共同参画県
民フェスタ

ＤＶ被害者等自立
サポート事業

千葉県男女共同参画センター事業一覧

事業名

（１）相談事業

女
性
の
た
め
の
総
合
相
談

男
性
の
た
め
の

総
合
相
談
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事業内容 R６年度　実施結果
R７年度　実施状況

（令和８年１月末現在）

【講演会】

育休取得がもたらす個人・家庭・組織へ
の効果
YouTubu配信
（一般公開）
視聴回数　２９９回

日常にひそむジェンダー表現
～大人も子供も楽しめる絵本の世界～
参加者　３８名

【県民フェスタ  ワークショッ
プ参加】

①「声はチカラ」朗読舞台ワークショップ
②これって私だけ？　こころのもやもやあ
りますか？

家事を家族でシェアしよう

【講演会】
多様な働き方を学べるドイツに学ぶ
参加者　５３名
後日限定公開　６３名

選択的夫婦別姓制度について学ぼう
参加者　２７名、動画配信　１０名、
後日動画配信　（集計中）

【上映会等】

「映画　〇月〇日、区長になる女。」上映
と
この映画の監督によるトークショー
参加者　５８名

ー

【県民フェスタ  ワークショッ
プ参加】

ふらっと！しゃべり場（出張編） 共に語ろう　ふらっと！しゃべり場in千葉

北総
北総地域の各市町訪問事
業
「北総GO・GOパートナー」

４市町
（八街市→富里市→香取市→東庄町）
参加者　延べ１０４名

５市町
（栄町→成田市→佐倉市→多古町→
酒々井町）
参加者　延べ１４２名

新聞「海匝・山武 男女共同
参画だより」の発行（7,500
部印刷）

発行　1回 発行　１回

【講演会】 8,500部×2回
楽しく考える男女共同参画
参加者　７１名

【学習会】

男女共同参画に関する基礎研修
　～身近なことから考える男女共同参画
～
参加者　２７名

アンコンシャスバイアスを知ろう！気づこう！
参加者　２４名

【九都県市防災訓練での
啓発活動】

　防災フェアでの避難所運営リーフレット
配布
５４４部配布

ー

【講演会】
笑って考える男女共同参画
　～家庭・仕事・未来をみつめて～
参加者　８６名

アンコンシャスバイアスを知ろう！気づこう！
参加者　５９名

【九都県市防災訓練での
啓発活動】

防災フェアでの避難所運営リーフレット配布
５４４部配布

【中学校出前セミナー】
「生徒とともに身近な男女共同参画を考
える」
参加者　１６７名

「生徒とともに身近な男女共同参画を考える」
参加者　１４７名

【上映会等】
映画　『ビリーブ　未来への大逆転』
参加者　１２名

県内の男女共同参画関連
施設及び設置市町村の担
当者が一堂に会し、事業内
容・情報の交換や共有、連
携について検討する。

参加者　２２名 参加者　２７名
男女共同参画セン
ター等連絡会議の
開催

事業名

男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
の
活
動
支
援

千葉・葛南

東葛飾

海匝・山武

東上総

南房総

（６）市町村支援事業
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アナタの“自分らしく生きたい”を応援します！ 

 
 

 

 講座・県民フェスタの開催 

 相談事業 

 情報誌の発行 

 情報コーナーの運営 

 会議室の貸出 
 

 

 

 

火～金曜日  9 時～21 時  

土日・祝日  9 時～17 時   

休館日  月曜日（祝日の場合は翌平日が休館）、年末年始 

 
 
 

 

〒260-0001 

千葉市中央区都町 2-1-12 

（千葉県都町合同庁舎１階） 

TEL 043-420-8411

FAX 043-420-8581 

 アクセス 
 ※駐車場に限りがありますので、公共交通機関を御利用ください。 

JR 千葉駅前 京成バス 8 番乗場 「千 05 千城台車庫行」 

「千 06 御成台車庫行」「千 07 市営霊園行（平日朝のみ）」 

 「千葉テレビ入口」下車徒歩１分 

  

所 在 地 

事 業 内 容 
女性のための総合相談 

０４－７１４０－８６０５ 

火～日 9:30～16:00 

男性のための総合相談 

０４３－３０８－３４２１ 

火・水 16:00～20:00 

土   12:30～16:30 

電話相談のあと、希望に応じて専門相談
が受けられます。（予約制） 

料金無料・秘密厳守 

開 館 時 間 
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